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▶ 2018 ISA ワールドサーフィンゲームス実行委員会
（ワールドサーフィンゲームス準備室内）
☎ 23-3528　 surf-tahara@city.tahara.aichi.jp　 1005271

　いよいよ今月 15 日（土）、28 年ぶりに日本で開催されるワールドサーフ
ィンゲームス。世界のトップスターが集まり、熱い戦いを繰り広げ、世界
チャンピオンと国のランキングを争います。
　今回は参加国や大会の始まりを飾るパレード、大会ルールなどをお知ら
せします。

　世界地図に青色で表記している 46 の国と地域の選手・スタッフ約 300 名が、サーフタウン田原に集結します。
これほど多くの国々の方が本市に集まることは本市始まって以来です。
大変貴重な機会にぜひ、会場にお越しください。※ 8 月 23 日時点

参加国・地域一覧（あいうえお順）：アイルランド、アフガニスタン、アメリカ合衆国、アルゼンチン、イギリス、イス
ラエル、イタリア、イラン、インドネシア、ヴァージン諸島、エクアドル、エルサルバドル、オーストラリア、オランダ、
カナダ、韓国、ギリシャ、グアテマラ、コスタリカ、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、セネガル、台湾、中
国、チリ、ドイツ、ドミニカ共和国、トルコ、ニカラグア、日本、ニュージーランド、パナマ、バルバドス、ハンガリー、フ
ィジー、フィリピン、プエルトリコ、ブラジル、フランス、ペルー、ポルトガル、南アフリカ共和国、メキシコ、ロシア

　競技会場となるロングビーチでは、世界最高峰のライディング（波に乗る）を見られることはもちろん、一般
の方も楽しめる飲食ブースなどイベント盛りだくさんです。会場レイアウトやおもてなしブース（フードコート・
イベント）、アクセス方法などは大会HPをご覧ください。

HP：http://www.wsg-tahara.jp

2018 アーバンリサーチ ISA ワールドサーフィンゲームス
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ワ
ー
ル
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
は

「
パ
レ
ー
ド 
オ
ブ 
ネ
イ
シ
ョ
ン

ズ
」で
幕
を
開
け
ま
す
。色
と
り
ど
り
の
国

旗
を
持
っ
た
選
手
た
ち
が
、ス
タ
ー
ト
地

点
の
三
河
田
原
駅
前
か
ら
ゴ
ー
ル
地
点
の

市
役
所
ま
で
、開
催
中
の
田
原
祭
り
を
楽

し
み
な
が
ら
華
や
か
に
行
進
し
ま
す
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、豊
橋
中
央
高
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
先
導
し
、国
際
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）、各
国
の
選
手
団
、

最
後
に
開
催
国
の
日
本
選
手
団
が
田
原
東

部
小
学
校
と
童
浦
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
と
共
に
行
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、各
国
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
つ
の

は
、市
内
の
小
学
生
と
高
校
生
が
務
め
ま

す
。さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
方
と
楽
し

く
触
れ
合
い
な
が
ら
、元
気
に
パ
レ
ー
ド

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日
時：９
月
15
日（
土
）午
前
10
時
10
分
～
10

時
50
分（
予
定
）　
区
間
：
三
河
田
原
駅
前

～
市
役
所　
そ
の
他：午
前
９
時
20
分
～
11

時
30
分
の
間
、交
通
規
制
を
実
施
予
定
／
天

候
な
ど
に
よ
り
変
更
、中
止
す
る
場
合
あ
り

※
詳
細
は
大
会
ガ
イ
ド
お
よ
び
大
会
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
15
日
土 

午
前
10
時
10
分
ス
タ
ー
ト
！

「
パ
レ
ー
ド 

オ
ブ 

ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
」

沿
道
で
選
手
団
を
お
迎
え
し
よ
う
！

試合は何名で行うの？
　「4メン・ヒート」と
呼ばれる、１試合４
名で行います。
　個人戦と国別対
抗戦のアロハカッ
プの２種類がありま
す。

試合時間は何分？
　制限時間は15
分～20分です。

採点方法はどのようにするの？
　制限時間内に何
本もライディングで
きます。その中で高
得点（1本10点満
点）の2本を合計し
て勝敗を決定しま
す。

見どころは？
　良い波をつかめるかが点数に大きく影響します。他
の選手にリードされると、逆転を狙い良い波を辛抱強
く待ったり、逆に小さい波でもたくさんチャレンジしたり
して逆転を狙います。そうした駆け引きも見どころの
一つです。

10：10（予定）

セントファーレ

ララグラン

三河田原駅

田原まつり会館

田原市役所

オープニングセレモニー会場
パレード出発

萱町昼山車

本町昼山車新町昼山車

200m

400m

500m

600m

パレード オブ ネイションズ経路図

※当日は田原祭りが行われております。お車をご利用の場合は、時間に余裕を持ってお越しください。※当日は田原祭りが行われております。お車をご利用の場合は、時間に余裕を持ってお越しください。

観戦がぐっと楽しくなる！
　サーフィンの基本ルールを紹介します

▲写真：ＩＳＡ/Ben Reed

▲写真：ＩＳＡ/Sean Evans ▲写真：ＩＳＡ/Ben Reed

▲写真：ＩＳＡ/Ben Reed

▲写真：ＩＳＡ/Ben Reed

▲写真：ＩＳＡ/Sean Evans
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近
年
、大
型
化
す
る
台
風
や
局
地
的

な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、風
水
害
の

被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。「
い
つ
か
」

の
た
め
に
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う
準
備
し

ま
し
ょ
う
。

▪
風
水
害

　

６
月
28
日（
木
）～
７
月
８
日（
日
）に
、

日
本
付
近
に
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
、台
風

７
号
に
向
か
っ
て
南
か
ら
暖
か
く
湿
っ
た

空
気
が
流
れ
込
み
続
け
た
影
響
に
よ
り
梅

雨
前
線
が
活
発
化
し
、西
日
本
を
中
心
に

記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た（
平

成
30
年
７
月
豪
雨
）。11
の
府
県
で
特
別
警

報
※
が
発
表
さ
れ
、河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
に
よ
り
、２
２
０
名
の
方
が
亡
く
な

り
、９
名
の
方
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い

ま
す（
７
月
31
日
現
在
）。

※
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
著
し
く

大
き
い
こ
と
を
警
告
す
る
防
災
情
報

警
報・注
意
報
の
種
類

　

現
在
、気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
警
報

な
ど
は
次
の
通
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
警
報
な
ど
は
、市
町
村
ご
と
に

過
去
の
災
害
を
調
査
し
た
上
で
、災
害
の

発
生
の
恐
れ
の
あ
る
値
を
基
準
に
し
て
発

表
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、気
象
庁
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
は
、市
町
村

ご
と
に
発
表
さ
れ
て
い
る
現
在
の
警
報
な

ど
の
他
に
、今
後
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ

る
可
能
性
や
時
間
帯
、種
類
に
つ
い
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。避
難
す
る

際
や
災
害
へ
の
備
え
を
す
る
際
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、土
砂
災
害
発
生
の
危

険
性
が
高
ま
っ
た
と
き
に
発
表
さ
れ
る
土

砂
災
害
警
戒
情
報
、数
年
に
一
度
程
度
し

か
発
生
し
な
い
よ
う
な
短
時
間
の
大
雨
を

観
測
し
た
場
合
や
、気
象
レ
ー
ダ
ー
に
よ

り
解
析
し
た
場
合
に
発
表
さ
れ
る
記
録
的

短
時
間
大
雨
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
重
要
な
情
報
で
す
の
で
、気

象
庁
や
市
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。土
砂
災
害
警
戒
判
定
の
情

報
な
ど
も
、気
象
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
確
認
で
き

ま
す
。

日頃の備えを怠らず
自分の身は自分で守る！

警報等種類 発表内容

注 意 報 大雨、洪水、
強風など

警　報
大 雨（土 砂 災
害、浸水害）、
洪水、暴風など

特別警報
大雨（土砂災
害、浸水害）、
暴風など

平成30年7月豪雨直後の東広島市内の様子（東広島市提供）
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豪
雨
被
害
以
外
に
も
、日
本
列
島
は
、

世
界
で
発
生
す
る
地
震
の
約
２
割

が
起
き
る
と
い
わ
れ
る
地
震
大
国
で
も
あ

り
ま
す
。

▪
地
震

　
６
月
18
日（
月
）、大
阪
府
北
部
を
震
源
地

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６・１
の
地
震
が

発
生
し
ま
し
た（
大
阪
府
北
部
地
震
）。大
阪

市
北
区
な
ど
５
つ
の
市
区
で
震
度
６
弱
を

観
測
し
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
崩
落
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、家
具
倒
壊
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り

し
て
、大
阪
府
内
で
５
名
の
方
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
確
率

　
２
月
９
日（
金
）、政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
今
後
30

年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
」が
、こ
れ
ま
で

の「
70
％
程
度
」か
ら「
70
％
～
80
％
」に
高

ま
っ
た
と
発
表
し
ま
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る
情
報

　
気
象
庁
は
、昨
年
11
月
１
日
よ
り
、従
来

の「
東
海
地
震
予
知
情
報
」に
変
わ
っ
て
、

新
た
に「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
関
連
す
る

情
報
」の
発
表
と
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
情
報
に
は
、「
定
例
」と「
臨
時
」の

２
種
類
が
あ
り
、こ
の
内「
普
段
と
比
べ
て

巨
大
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
」と
評
価
さ
れ
た
場
合
な
ど
に「
臨
時
」

の
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。こ
の
情
報
は

「
予
知
」で
は
な
く
、あ
く
ま
で「
普
段
と
比

べ
て
巨
大
地
震
の
発
生
の
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
」こ
と
な
ど
を
伝
え
る
も
の

で
す
。

　

こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
正
確
な
情
報
を
確
認

し
、落
ち
着
い
て
行
動
す
る
よ
う
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

▪
い
つ
か
来
る
災
害
に
備
え
て

　
地
球
温
暖
化
を
原
因
と
す
る
異
常
気
象

に
よ
り
、巨
大
な
台
風
、局
地
的
な
豪
雨
が

発
生
し
た
り
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の

確
率
が
高
ま
っ
た
り
し
て
い
る
昨
今
に
お

い
て
、い
つ
か
本
市
で
も
大
き
な
災
害
が

発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、今
か

ら
で
も
で
き
る
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、本

市
か
ら
の
情
報
を
確
実
に
受
け
取
れ
る
安

心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
を
行
い
ま

し
ょ
う
。ま
た
日
頃
か
ら
非
常
持
出
袋
の

準
備
、中
身
の
確
認
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、災
害
時
に
役
立
つ
防
災・減
災
お

役
立
ち
ガ
イ
ド
を
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉
正
確
な
情
報
の
入
手

　
（
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
）

◉
非
常
持
出
品
の
点
検
・
確
認

◉
防
災
・
減
災
お
役
立
ち
ガ
イ
ド

　

本
市
で
は
、昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。必
要
に
応
じ
て
受
診
を

行
い
、耐
震
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

倒
れ
や
す
い
家
具
・
冷
蔵
庫
な
ど
も
必
ず

固
定
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
他
、倒
壊
危
険
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
点
検
、撤
去
や
改
修
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８　

23‐０
１
８
０

saigai@
city.tahara.aichi.jp

津波

防災･減災
お役立ちガイド

自分の命は自分で守る、
　自分たちの地域は自分たちで守る

2016

地震

➡

情報の種類 情報の発表条件

南海トラフ地震に関連する情報（定例）「南海トラフ地震」に関する定期的な報告

南海トラフ地震に関連する情報（臨時）

・マグニチュード7.0以上の地震が発生
・マグニチュード6.0以上の地震が発生
し、  特異な変化を観測
・「ひずみ計」に有意な変化を観測
・プレート境界に「すべり」を推定

東 海 地 震 予 知 宣 言

登録用QRコード
（空メールを送信）

変更

大阪府北部地震直後に水道管が破裂
した道路（関西大学提供）

ダウンロード用
QRコード
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第
１
回
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

　定住・移住ウェルカムガイドとして、「サ
ーフィンとたはら暮らし」「子どもと一緒
にたはら暮らし」を、無料配布しています。
この冊子は、市内の道の駅で配布する他、
市 HP からもご覧いただけます。
　サーフィンが大好きな家族の移住ストー
リーや、切れ目のない本市の出産・子育て
施策について紹介していますので、ぜひご
覧ください。

田
原
市
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
は
、

赤
羽
根
地
域
を
中
心
に
、サ
ー

フ
ァ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
若
者・子
育

て
世
代
の
移
住
者
数
を
増
加
さ
せ
る

施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、赤
羽
根
地
域

の
活
力
維
持・拡
大
を
図
り
、赤
羽
根

地
域
だ
け
で
な
く
田
原
市
全
域
へ
波

及
さ
せ
、本
市
の
持
続
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
構
想
は
、平
成
28
年
度
か
ら
、

宅
地
開
発
や
空
き
家
活
用
な
ど
の
調

査
結
果
、地
域
住
民
や
サ
ー
フ
ィ
ン

関
係
者
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
を
踏

ま
え
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。現

在
は
、赤
羽
根
地
域
の
住
民
に
よ
る
、

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想

検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、検
討
委

員
会
で
地
域
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、実
施

事
業
の
検
討
を
進
め
、

計
画
を
取
り
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

※
構
想
の
将
来
イ

メ
ー
ジ
な
ど
の
詳
細

は
、市
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
人
口
増
企
画
室

☎
23‐３
７
２
８

１
０
０
５
７
６
５

　
７
月
13
日
（
金
）
に
、
第
１

回
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
検
討
委

員
会
を
赤
羽
根
市
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
赤
羽
根

地
域
の
人
口
・
児
童
数
の
減
少

や
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

宅
地
開
発
調
査
の
報
告
の
他
、

サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
（
案
）
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
検

討
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
雇

用
や
安
全
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

1005716

田
原
市
サ
ー
フ
タ
ウ
ン
構
想
の

将
来
イ
メ
ー
ジ

◦重点整備地区の弥八島周辺の将来イメージ
重点整備地区の高松町弥八島ではサーファーズハウスの宅地開発について検討、

（仮称）弥八島海浜公園の活用については、公募の方向で検討を進めることとしています。

▲第１回サーフタウン構想検討委員会の様子

平成30年９月  広報たはら │    │6



※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

交
流
人
口
拡
大
と
稼
ぐ
力
の
向
上
を

図
り
、こ
の
地
域
を
元
気
で
豊
か
な

地
域
と
す
る
た
め
、渥
美
半
島
の
日
常
に

ど
っ
ぷ
り
漬
か
る
観
光
体
験
博
覧
会「
た

は
ら
巡
り
～
な
」を
開
催
し
ま
す
。「
渥
美

半
島
を
暮
ら
す
旅
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、こ

こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い「
農
業
・
花
」「
自

然
」「
手
づ
く
り
」「
満
喫
」の
４
テ
ー
マ
40

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
同
に
集
め
て
提
供
し
ま

す
。

　

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、渥
美
半
島
で
暮

ら
す
人
々
の
日
常
を
体
験
し
て
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
、渥
美
半
島
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
狙
い
ま
す
。

　

電
照
菊
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
や
自
然
観
察
ガ

イ
ド
、サ
ー
フ
ィ
ン
体
験
、親
子
食
育
体
験

な
ど
巡
っ
て
楽
し
む
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▪
期
間

　
10
月
１
日（
月
）～
平
成
31
年
３
月
31
日

（
日
）

▪
場
所

　
市
内
一
帯

▪
参
加
料

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
る

▪
予
約

　
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー

ロ
ー
Ｈ
Ｐ
内
の
特
設

ペ
ー
ジ
に
て
、９
月
３

日（
月
）正
午
か
ら
予
約
開
始

▪
特
典

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
市
内
店

舗
で
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

「
も
っ
と
た
は
ら
巡
り
～
な
特
典
ブ
ッ

ク
」を
贈
呈

▼
た
は
ら
巡
り
～
な
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）☎
23‐３
５
２
２

渥
美
半
島
を
暮
ら
す
旅　
観
光
体
験
博
覧
会

「
た
は
ら
巡
り
～
な
」
を
開
催
し
ま
す１

０
０
５
７
４
８

◉変 更 内 容
◦ぐるりんバス市街地東線と市街地西線を、
「ぐるりんバス市街地線」に統合し、 ルー
ト・ダイヤを変更

◦ぐるりんミニバス表浜線の一部ルート・
ダイヤを変更

※詳細は市ＨＰか車内掲示をご確認ください

◉そ の 他
　変更後のバス・電車の時刻表・利用案内
を掲載した冊子（公共交通ガイドブック）
を、９月中旬以降に全戸配布予定

　市街地線と表浜線の運行内容が変更になります。ご注意ください。

▶街づくり推進課 
☎27-8603　 22-3811

10 月１日月から
ぐるりんバスの運行内容が変わります！

◉統 合 後 の 市 街 地 線 路 線 図

6 7

ぐるりんバス 市街地線（路線図）［平成30年10月1日改正］

259

バ ス 停 留 所

(左右共通ルート）

運 行 車 両：バ ス

市 街 地 線
豊 鉄 バ ス
豊橋鉄道渥美線
車 両 進 行 方 向

1005749

特設ページ
QRコード
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皆
さ
ん
の
ご
み
の
減
量
・
分
別
に
対

す
る
ご
理
解
、ご
協
力
の
お
か
げ

で
、も
や
せ
る
ご
み
が
減
り
、紙
類
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
類
な
ど
の
資
源
ご
み
の
収

集
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
設
定
し
た
平
成
32
年
度
の
ご

み
量
の
目
標
値（
資
源
ご
み
を
除
く
）は

４
３
０
ｇ
／
人・日
で
す
。平
成
28
年
度
の

ご
み
量
は
５
３
５
ｇ
／
人・日
で
し
た
。家

庭
系
ご
み
有
料
化
が
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た
平
成
29
年
度
は
前
年
か
ら
10
ｇ
／
人
・

日
減
少
し
、５
２
５
ｇ
／
人
・
日
で
し
た
。

ご
み
量
は
着
実
に
減
っ
て
は
い
ま
す
が
、

目
標
値
を
達
成
す
る
に
は
ご
み
量
を
あ
と

約
１
０
０
ｇ
／
人
・
日
減
ら
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

家
庭
系
ご
み
有
料
化
開
始
か
ら
７
カ
月

分
別
で
さ
ら
に
ご
み
を
減
ら
そ
う
！

１
０
０
０
８
３
７

▪
あ
と
１
０
０ｇ
減
ら
す
た
め
に

　
３
な
い
運
動
に
取
り
組
も
う
！

　
「
買
い
過
ぎ
な
い
」「
作
り
過
ぎ
な
い
」

「
食
べ
残
さ
な
い
」と
い
う
取
り
組
み
が
３

な
い
運
動
で
す
。買
い
物
に
行
く
前
に
食

材
の
在
庫
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、食
べ
ら
れ

る
分
だ
け
を
買
い
、調
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
林
水
産
省
発
表
の「
平
成
26
年
度
食

品
ロ
ス
統
計
調
査（
調
査
終
了
）」に
お
い

て
、１
人
１
日
当
た
り
の
食
べ
残
し
な
ど

の
食
品
ロ
ス
量
は
、40
・
９
ｇ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

目
標
の
１
０
０
ｇ
ま
で
、残
り
の
60
ｇ

は
ど
う
や
っ
た
ら
減
ら
せ
る
で
し
ょ
う

か
？
分
別
を
す
る
と
き
は
、下
段
に
あ
る

物
の
重
さ
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

プラ（ｔ） 紙類（ｔ）

炭生館へのもやせるごみの搬入状況紙類・プラスチック容器類の収集量

H25 H26 H27 H28 H29H25 H26 H27 H28 H29
15,000

16,000

17,000

18,000
17,912

878
805

765
796

874

304

207

151155160

18,024 17,923

17,131
16,827

50

150

250

350

450

400

600

800

1000

1200

（ｔ/年）

400

450

500

550

600
（ｇ/人・日）

１人１日あたりのごみ量の推移（資源ごみを除く） ※市調べ

558 564 562

535
525

430
（目標値）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

　

◦レジ袋 ５ｇ ◦シャンプーボトル 50ｇ ◦食品トレイ ５ｇ ◦ごはん一膳 100ｇ

◦１ℓ紙パック 30ｇ ◦割り箸 4ｇ ◦卵パック 17ｇ ◦ミニトマト3個　50g

身
近
な
物
の
重
さ
を
参
考
に
、減
量
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

平成26年度と比べて、
平成29年度はごみ量が
減って、ごみ処理費が約
600万円減ったごみん。

平成32年度までに目
標値を達成できない
場合は、ごみ袋の金額
設定を見直すんだ！

買い過ぎない！
作り過ぎない！
食べ残さない！
３ない運動を徹
底しよう！
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バス路線の変更があります
田原祭りに伴い、ぐるりんバス・豊鉄バスの運行経路が変
更となります。ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
▪ぐるりんバスの路線変更
中心市街地では、右表の区間での運行となり、利用で
きないバス停がありますので、ご注意ください。
▪豊鉄バスの路線変更
以下の日時で、「田原萱町」バス停を休止し、「田原市役
所前」バス停を移動します。（「新清谷」信号交差点南側）
◦９月 15 日（土） 8：00 ～終車
◦９月 16 日（日） 9：00 ～終車
※ぐるりんバス・豊鉄バスともに 16 日（日）が雨天の場合、17 日（月・祝）
が路線変更となります。祭り当日は交通規制が実施されるため、迂回
運行します。ダイヤに遅れが生じる可能性がありますので、あらかじ
めご了承ください。詳しくは、市ＨＰをご覧ください。

ぐるりんバスの問い合わせ　
市街地東線、西線、童浦線：豊鉄ミデイ㈱☎ 23-7210
表浜線：豊鉄タクシー㈱☎ 22-1171
高松線：渥美交通㈱☎ 22-0050
豊鉄バスの問い合わせ
豊鉄バス㈱渥美営業所☎ 33-0211

江戸時代にルーツがあるといわれる田原祭り。
明治時代以降、豪華な山

だ し

車が登場し、現在では、八
はちまんしゃ

幡社・
神
しんめいしゃ

明社・巴
はこうじんじゃ

江神社の祭りを、田原祭りと呼ぶようになりました。

神明社

八幡社

山車3台
〈15日〉

山車3台
〈14日〉

本  町

新  町
萱  町山車3台

〈15日〉

手筒
会場

中部市民館
セントファーレ

児童センター

豊橋鉄道渥美線

船倉橋西

GS

GS

GS

田原萱町
新町

郵便局前

新清谷 田原郵便局

龍門寺

龍泉寺 慶雲寺 城宝寺

はなとき通り
當行寺

霊厳寺

田原中部小学校

崋山神社

田原中学校

護国神社 JA愛知
みなみ

晩田

殿町
晩田東

田原文化会館北

船倉橋

商工会館

船倉橋東
ホームセンター

ショッピング
センター

県道蔵王山線

田原新橋

臨時駐車場

シートなどでの
場所取りは
ご遠慮ください。

16日[日]
15：00～22：00
約750台収容

➡

●●

打上会場

●●

ごみは必ず
持ち帰りましょう

▪花火の駐車場案内

９月 15 日［土］
からくり山車
10：10 ～ 13：00 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
12：10 ～ 12：25 ◉田原まつり会館
夜山車の競演
20：00 ～	 ◉はなとき通り
９月 16 日［日］
からくり山車
10：10 ～ 13：00 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
11：50 ～ 12：10 ◉三河田原駅前
手筒・大筒花火
17：30 ～ 19：45　◉はなのき広場
打上花火　※雨天の場合は翌日に順延
20：00 ～ 21：30　◉田原文化会館周辺
※お出かけの際は、公共交通機関をご利用ください。
▶田原まつり会館（当日連絡先）☎ 22-7337
▶渥美半島観光ビューロー☎ 23-3516

http://taharakankou.gr.jp/

９月 15 日［土］終日（変更ルート） 利用できないバス停
市街地東線 田原駅→福祉センター

田原駅⇔博物館入口
セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
はなとき通り

市街地西線
田原駅→福祉センター
田原駅⇔田原中部市民館
田原駅⇔新清谷

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
柳町
赤石一丁目

童浦線
（上り）

田原中部市民館→田原駅→福祉
センター

柳町、セントファーレ、市役所前、赤石
一丁目

童浦線
（下り） 田原駅→田原中部市民館 柳町、セントファーレ、市役所前、赤石

一丁目

表浜線 田原駅⇔図書館 はなとき通り、セントファーレ、市役所
前、赤石一丁目

高松線 田原駅⇔図書館 はなとき通り、セントファーレ、市役所
前、赤石一丁目

９月 16 日［日］終日（変更ルート） 利用できないバス停

市街地東線

田原駅→福祉センター
田原駅⇔博物館入口
川岸⇔図書館
※「図書館」臨時バス停へ臨時停車

（総合体育館バス停の代替）

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
はなとき通り
神戸、大坪、中央公園西、総合体育館

市街地西線
田原駅→福祉センター
田原駅⇔図書館⇔田原中学校
田原駅⇔新清谷
※「図書館」臨時バス停設置

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
柳町、晩田南
赤石一丁目

童浦線
（上り） 晩田→田原駅→福祉センター 博物館入口、図書館、田原中部市民館、柳町、

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
童浦線

（下り） 田原駅→晩田 博物館入口、図書館、田原中部市民館、柳町、
セントファーレ、市役所前、赤石一丁目

表浜線 田原駅（発）→田原駅（止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目、はなとき通り

高松線 高松東⇔田原駅（発・止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、赤
石一丁目、はなとき通り

1004320
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　８月18日（土）・19日（日）に、田原市長杯少年野球
交流大会が渥美運動公園などで開催されました。伊
勢湾口道路の早期実現を目指し、平成９年から行わ
れているこの大会。今年は本市から１１チーム、伊勢・
志摩地域から15チームが参加し、熱戦が繰り広げら
れました。

ナゴヤドームでPR
渥美半島たはらデー

8/4
［土］

　ナゴヤドームで行われたプロ野球公
式戦で「花だ！メロンだ！波乗りだ！
渥美半島たはらデー」と題した本市ス
ポンサーゲームを開催しました。オー
プンデッキに設けた特設ブースでは、
メロンが当たる抽選会やフォトスポッ
トなどに長蛇の列ができていました。
　その他、スポーツ少年団をはじめと
した約300名の「田原市PR応援団」が
会場を盛り上げました。

　8月20日（月）～25日（土）に三重県志摩
市で開催された第53回全日本サーフィン
選手権大会への出場を決めた市内在住の選
手９名が山下市長を表敬訪問しました。各
選手は、国内アマチュア最高峰となる本大
会出場への意気込みを山下市長に語りまし
た。

8/15
［水］

掴め！
勝利のビッグウェーブ

▲【前列左から】岩瀬裕哉さん、岡田裕誠さん、山下市長、都築虹帆さん、中村海満さん、
【後列左から】鈴木拓海さん、清水章生さん、宮本樹さん、天野誠さん、鈴木弘章さん

夢の架け橋実現へ
野球がつなぐ交流の道

8/18
［土］

▲元気よく選手宣誓を行う宮山スポーツ少年団野球部（伊勢市）の釜谷宗蔵主将
【大会結果】Aブロック優勝：玉城スポーツ少年団（玉城町）新星二見少年野
球団（伊勢市）

▲スポーツ少年団などが試合会場で本市のPRをしてくれました
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全国大会などに出場した皆さんをご紹介します。
今後のさらなる活躍に期待します！

▪平成30年度全国高等学校総合体育大会
　弓道競技（静岡県袋井市［８／２～５］）

◎全国優勝！
（成章高校弓道部）
河合琴

こ と ね

音さん（成章高校３年）

▪第34回全国小学生陸上競技交流大会
（神奈川県横浜市［8／19］）
【写真左から】
◎田原陸上クラブ（女子4×100ｍリレー）
佐藤俐

り あ

有さん（田原東部小6年）、渡辺栞
か ん な

夏（野田小6
年）、高津采

さ り

里さん（神戸小6年）
◎ＪＡＣあつみ（男子ジャベリックボール投）
鬼頭孝

こ う せ い

征くん（中山小6年）

▪第46回日本選手権大会
（東京都新宿区［8／１～５］）
◎愛知豊橋リトルシニア

【写真上段左から】
鈴木彬

あ き と

仁くん（赤羽根中３年）、小田伶
れ い や

哉くん
（泉中３年）、辻天

て ん せ い

誠くん（赤羽根中３年）、牧野
巧
こ う わ

和くん（田原中３年）、原亮
り ょ う た

汰くん（福江中３
年）、富田永

と わ

遠くん（田原中２年）

コメント
「優勝が決まったときは本当にうれしかっ
たです。このような結果になったのも家族
や学校の先生たちのサポートのおかげで
す。感謝しています」

▪第45回全日本
中学校陸上競技選
手権大会

（岡山県岡山市［8／
19～21］）

◎東部中陸上競技部
【写真左から】
萩原さやさん（3年、
800ｍ）、吉居 駿

しゅんすけ

恭
くん（3年、1500ｍ・
3000ｍ）

※「山下市長の元気通信」は、今月の掲載記事の都合により休載します。

【大会結果】
◎田原陸上クラブ（女子4×100ｍリレー）：

優勝
◎JACあつみ（男子ジャベリックボール

投）：8位
◎東部中陸上競技部（男子1500ｍ）：優勝、
（男子3000ｍ）：2位

※詳しくは広報たはら10月号に掲載します。
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　広報たはら平成29年12月号で紹介した、渥美半島観光ビューローが
中心となって行っている、岩手県大槌町への復興支援。被害の大きかっ
た河川敷を整備して、菜の花を植える取り組みをしている大槌町ＮＰＯ・
ボランティア団体連絡協議会へ菜の花の種を寄付しています。菜の花
の種だけでなく、肥料や鍬などの農機具を直接現地へ届け、河川敷の整
備の手伝いも行ってきました。
　その活動が認められ、吉野復興大臣から感謝状を授与するこ
ととなり、中心となって活動してきた河合啓治さんと感謝状を受
け取りに行ってきました。地元テレビ局などでも取り上げられ、菜
の花を使った田原市・渥美半島観光ビューローの取り組みは、東
北に集まる全国のボランティアやＳＮＳなどを通じて広まり、「渥美
半島菜の花まつり」も知ってもらう機会ができました。

東日本大震災　菜の花支援で、感謝状

▲左から根本衆議院議員、吉野
復興大臣、河合さん、長神渥美
半島観光ビューロー事務局長

　なかなか和らぐことのない夏の異常な暑さです
が、皆さんはどのように過ごしていますか。
　夏バテや熱中症になってしまった方も多いのではないでしょうか。今回は、夏バテ
や熱中症予防によく効く田原市産の野菜とフルーツを2品ご紹介したいと思います。
　まず夏の代表的な野菜、トマトです。いろいろな栄養素が含まれる中で、特に注
目したいのがビタミンB1です。疲労回復、糖をエネルギーにする手助けをしてく
れる効果があり、ビタミンB1が不足すると疲労感、倦怠感、食欲不振を引き起こし
夏バテへとつながっていきます。トマトは食欲増進の効果が期待できるクエン酸
も含むため、夏バテ、熱中症予防に最適な野菜といえるでしょう。
　お勧めな食べ方としては、トマトの蜂蜜漬けや他の夏野菜も加えて作るマリネ
です。マリネは、クエン酸と糖分を含んでおり、冷やして食べることで、私も暑い夏
を乗り切れたのだと思っています。
　もう一つ注目したいのがブルーベリーです。こちらは夏の
暑さや紫外線で疲れた体や肌に最適なフルーツです。アン
トシアニンを含むため、目に良いのは有名ですが、他にも抗
酸化ビタミンといわれるビタミンEやビタミンCを多く含み、
がんの原因となる活性酸素の除去、若々しさと美しさを保
つアンチエイジング作用、血糖値の調整、アルツハイマー予防に効果的といわれ
ています。食物繊維も多いため、便秘の予防改善も期待できます。
　採りたての新鮮な野菜やフルーツが手に入る本市ならではの方法で、残りの暑
さを乗り切っていきたいですね。

広報サポーター
堤田恭子

▲整備の様子　　　　　

夏野菜のマリネ
〔材料〕トマト中玉4個、
キュウリ・茹でたオクラ・
いんげんなどの夏野菜、
マリネ液（蜂蜜大さじ1、
米酢またはレモン汁大さ
じ1、塩ひとつまみ）
〔作り方〕夏野菜を、マリ
ネ液の中に漬けて一晩置
く。※レモン汁を入れる
時、オリーブオイル小さ
じ1と乾燥バジルひとつ
まみも一緒に混ぜると一
味違って美味しいです。

けんたい

くわ

　たはら国際交流協会（TIA）は、平成2年４
月田原町とジョージタウン市（ケンタッキー
州）の姉妹都市提携調印と同時に任意団体
として発足しました。その後、事業の拡大に
より平成25年１０月特定非営利活動法人た
はら国際交流協会として法人へと発展しま
した。現在、会員は213名となっています。
　主な事業の一つとして、外国人のための

「にほんご教室」を開催しています。にほん
ご教室では語学ボランティアをしていただ
ける方を募集しています。外国語が話せな
い方でも大丈夫です。外国の方とお友達になって、交流をしながら日本語を教えてみま
せんか。まずは、教室を見学してみてください。

■田原教室  ■渥美教室
【開催日】毎週金曜日 19：30～21：00 【開催日】毎週木曜日　19：30～21：00
　　　　毎週日曜日 10：00～11：30　  【場所】福江市民館

【場所】田原文化会館 101会議室他

　たはら国際交流協会の様子は、毎月発行される「田原はなまる」に「広報誌Bridge－か
け橋－」を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

異文化に出会い　人生がさらに輝く

特定非営利活動法人
たはら国際交流協会

Tahara 
International
 Association
〒441-3421

田原市田原町汐見５番地
（田原文化会館内）

☎22-2622
　22-2625

　 info@tahara-tia.jp

［投稿者］

▲日本語教室の様子

木野 心月ちゃん

1歳
神戸町

し  づき ぶん  た

木野 文太くん

2歳
神戸町

清田 羽菜ちゃん（左）

　　 凉生くん（右）

は　な

りょう

1歳
豊島町

3歳
豊島町

渥美半島
観光ビューロー

☎23‐3516
（長神）

［投稿者］
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3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
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中心となって行っている、岩手県大槌町への復興支援。被害の大きかっ
た河川敷を整備して、菜の花を植える取り組みをしている大槌町ＮＰＯ・
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の種だけでなく、肥料や鍬などの農機具を直接現地へ届け、河川敷の整
備の手伝いも行ってきました。
　その活動が認められ、吉野復興大臣から感謝状を授与するこ
ととなり、中心となって活動してきた河合啓治さんと感謝状を受
け取りに行ってきました。地元テレビ局などでも取り上げられ、菜
の花を使った田原市・渥美半島観光ビューローの取り組みは、東
北に集まる全国のボランティアやＳＮＳなどを通じて広まり、「渥美
半島菜の花まつり」も知ってもらう機会ができました。

東日本大震災　菜の花支援で、感謝状

▲左から根本衆議院議員、吉野
復興大臣、河合さん、長神渥美
半島観光ビューロー事務局長

　なかなか和らぐことのない夏の異常な暑さです
が、皆さんはどのように過ごしていますか。
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し
ま
す
！

　

東
三
河
市
民
活
動
推
進
協
議
会
で
は
、

東
三
河
５
市（
田
原
・
豊
橋
・
豊
川
・
蒲
郡
・

新
城
）で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
が
、

活
動
紹
介
や
情
報
交
換
を
通
じ
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
東
三
河
ど

す
ご
い
交
流
事
業
」を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き「
市
民

活
動
見
学
ど
す
ご
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開

催
し
、新
城
市
の
団
体
を
訪
問
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
日
時
】10
月
14
日（
日
）午
前
７
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

【
集
合
場
所
】市
役
所
北
庁
舎
北
口
玄
関

前 【
対
象
】東
三
河
地
域
で
市
民
活
動
を
し

て
い
る
方
、市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
方

【
内
容
】黒く
ろ
せ
み
ど
り
か
い

瀬
美
土
里
会
に
よ
る
作
手
地

区
黒
瀬
庄
ノ
沢
緑
地
で
の
環
境
保
全
活

動
に
つ
い
て
、観
察
や
体
験
を
通
じ
て
楽

し
み
な
が
ら
学
び
、交
流
し
ま
す
。

【
定
員
】30
名

（
先
着
）

【
参
加
費
】無

料【
申
込
方
法
】

９
月
21
日

（
金
）ま
で
に

電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、所
属
団
体

名
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
）

【
そ
の
他
】地
元
産
米
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
の「
新

米
塩
む
す
び
」と「
芋
煮
」が
現
地
で
食
べ

ら
れ
ま
す
。／
参
加
人
数
が
10
名
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

 

１
０
０
５
７
５
５

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

田
原
南
部

◦炊き出しの様子

◦大玉送りで盛り上がる参加者
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　福江小学校では、毎年、学年ごとに親子集会を行っています。
5月29日（火）は、2年生の親子集会がありました。2年生は、ＪＡ愛
知みなみの協力で「親子フラワーアレンジメント」を行いました。
ＪＡの方から本市は日本一の花の生産地で、キクの他にもアルス
トロメリア、カーネーションなど、多くの花を栽培していると教え
ていただくと、子どもたちの中からも、「この花、家で作っているの
と同じだ」と声が挙がりました。
　次に、親子で一つずつアレンジメントフラワーを作りました。カ
スミソウ、ポットマムなど５種類以上の本市で作られた花を使い、
講師の先生から、花の挿し方や切り方を教えてもらいながら作り
ました。「このくらいで切ればいいかな」「真ん中はガーベラがいい
よ」など、親子で相談し合う姿が見られました。親より子どもたち
の方が形にとらわれない大胆で個性豊かな作品ができました。

　1学期には他に「ウサギの学習と親子レクリエーション（3年生）」「親子で運動（4年生）」「親子でカ
レーライス作り（5年生）」を実施しました。今後、1年生は「絵本の読み聞かせ」、６年生は「親子で給
食」を予定しています。

　神戸小学校では、地域の良さを味わい、他学年での
縦割り班活動を通して心の交流を深めることを目的
に昨年度から「まごころ遠足」を始めました。２回目の
今年度は、４月25日（水）に実施しました。全校を14の
班に分け、徒歩で谷ノ口海岸（学校から約２．３km）ま
で行きました。
　海岸では、今回新しく取り入れたサンドアートコン
テストを行いました。企画委員会（児童会）が考えた
テーマ「アンパンマンと砂山」は、低学年も具体的な造
形イメージができるものでした。砂を固めるためにバ
ケツを持って何度も水場まで往復したり、飾りに使う
貝殻や流木などを拾ったりする姿が随所に見られま
した。各班には、作品の出来映えによって、校長先生か
ら賞が与えられました。
　その後、近くのほうべの森に移動して、各班で弁当
を食べたり、6年生が考えたレクリエーションをした
りして楽しみました。2学期以降も、定期的な縦割り班
活動を実施して、子ども同士の心の交流をさらに深め
ていきたいと思います。

「親子集会」
親子でフラワーアレンジメント 福江小学校

「まごころ遠足～縦割り班活動～」
地域のすばらしさを求めて 神戸小学校

◦みんなで協力して砂山を造りました

◦講師の先生の話を聞く参加者

◦自分で作った作品を持って記念写真

◦出来上がったアンパンマンの前で記念撮影
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

募
集

田
原
市
職
員

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

１
０
０
５
７
７
３

職
種
／
募
集
人
員
：
①
事
務
職

（
身
体
障
害
者
対
象
）／
若
干
名

②
技
術
職
（
建
築
・
有
資
格
者
）

／
若
干
名　
対
象
：
①
昭
和
53
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
②

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
１
級
建
築
施
工
管
理

技
士
ま
た
は
建
築
士
（
１
級
ま
た

は
２
級
）
の
資
格
を
有
す
る
方　

試
験
日
：【
第
１
次
試
験
】
10
月

14
日
（
日
）　

試
験
内
容
：
教
養

試
験
（
①
、
②
共
通
）・作
文
試
験

（
①
）・
専
門
試
験
（
②
）
な
ど

そ
の
他
：
第
２
次
試
験
の
日
時
な

ど
に
つ
い
て
は
第
１
次
試
験
合
格

者
に
後
日
通
知　

申
込
：
９
月
21

日（
金
）ま
で
に
人
事
課
に
あ
る
受

験
申
込
書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
・
郵
送
・
市
Ｈ
Ｐ
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

田
原
福
祉
専
門
学
校

平
成
31
年
度
新
入
学
生

１
０
０
４
２
６
６

　
介
護
福
祉
学
科
に
入
学
を
希
望

さ
れ
る
方
の
入
学
試
験
を
行
い
ま

す
。

試
験
種
別
：
①
推
薦
入
学
試
験
②

一
般
・
社
会
人
入
学
試
験　

試
験

日
：
①
10
月
20
日（
土
）
②
11
月

４
日（
日
）
出
願
期
間
：
①
10
月

１
日（
月
）～
11
日
（
木
）
②
10
月

16
日（
火
）～
25
日（
木
）　
試
験
：

作
文
と
面
接　

申
込
：
田
原
福

祉
専
門
学
校
に
あ
る
所
定
の
出
願

書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入

学
検
定
料
１
万
５
０
０
０
円
を
振

り
込
み
の
上
、
出
願
期
間
内
に
提

出
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有

効
）　

そ
の
他
：
入
学
試
験
は
平

成
31
年
３
月
ま
で
に
計
５
回
実
施

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
臨
時

職
員（
事
務
員・工
房
補
助
）

　
　
　

１
０
０
５
７
５
４

募
集
人
員
：
１
名　

採
用
期
間
：

10
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

賃
金
：
時
給
９
０
０
円　
申
込
締

切
：
９
月
16
日
（
日
）

※
詳
細
は
市
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

田
原
市
立
小・中
学
校

常
勤・非
常
勤
講
師

応
募
資
格
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で

学
校
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
め
る

方
②
教
員
免
許
状
所
持
者
（
採
用

時
に
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）　

受
付
期
間
：
随
時
（
市
役
所
執
務

時
間
中
）　
申
込
：
市
販
の
履
歴
書

に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
教
員
免
許
状
所
持
者

は
免
許
状
を
持
参
し
、
直
接
提
出

▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

防
衛
医
科
大
学
校
な
ど 

学
生

１
０
０
４
９
７
８

募
集
種
目
：
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
、
同
大
学
校
看
護
学
科

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）、
防

衛
大
学
校
一
般　

対
象
：
高
卒

（
見
込
含
）ま
た
は
高
専
３
次
修

了
者（
見
込
含
）で
21
歳
未
満
の

者　
募
集
期
間
：
９
月
５
日
（
水
）

～
28
日
（
金
）

※
詳
細
は
防
衛
省
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

監
視
員  　

１
０
０
５
７
５
２

募
集
人
員
：
７
名
程
度　
採
用
期

間
：
10
月
27
日
～
12
月
９
日　
勤

務
場
所
：
渥
美
郷
土
資
料
館　
賃

金：時
給
９
０
０
円　
申
込
締
切：

９
月
26
日
（
水
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８
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公
園
施
設 

指
定
管
理
者

１
０
０
５
７
６
３

募
集
施
設
：
①
滝
頭
公
園
②
緑

が
浜
公
園
（
緑
が
浜
２
号
緑
地

を
含
む
）
③
白
谷
海
浜
公
園　

対
象
：
法
人
ま
た
は
団
体
な
ど

（
個
人
の
応
募
不
可
）　

申
込
締

切
：
10
月
２
日
（
火
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
維
持
管
理
課

１
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
伊
勢
湾

フ
ェ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.
isew

anferry.co.jp/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
応
募
票
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
に
て

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
中
日
写
真
協
会

（
〒
４
６
０‐８
５
１
１ 

名
古
屋
市

中
区
三
の
丸
１‐６‐１
）

☎（
０
５
２
）２
２
１‐０
７
３
０

「
#
一
番
住
み
た
い
愛
知

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

　　

愛
知
県
で
は
、「
愛
知
県
の
素

敵
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
・
バ

シ
ョ
」
の
写
真
を
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
「
#
一
番
住
み
た
い
愛
知
」

を
付
け
て
投
稿
す
る
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
の
応
募

者
に
は
、
愛
知
県
ゆ
か
り
の
す
て

き
な
賞
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

投
稿
期
限
：
10
月
31
日
（
水
）

※
詳
細
は
県
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.pref.aichi.jp/kikaku/

sum
iyasusa/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
愛
知
県
政
策
企
画
局
企
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４‐６
０
８
９

☎
23‐４
１
０
３

23‐０
１
８
０

第
６
回
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

写
真
コ
ン
テ
ス
ト１

０
０
５
０
８
９

テ
ー
マ
：「
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
か

ら
見
え
る
風
景
」「
伊
勢
湾
フ
ェ

リ
ー
の
見
え
る
風
景
」　

応
募
規

定
：
四
つ
切
り
も
し
く
は
Ａ
４
サ

イ
ズ　
主
催
：
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

活
性
化
協
議
会
、中
日
写
真
協
会
、

中
日
新
聞
社　
申
込
：
平
成
31
年

イ
ベ
ン
ト

田
原
城
跡・月
見
会

１
０
０
５
７
５
０

日
時：
９
月
24
日
（
月・
祝
）
午

後
６
時
30
分
～
８
時　

場
所：
田

原
城
跡
・
博
物
館　

内
容：
お
茶

席（
呈
茶
券
２
０
０
円
）、
催
し
物

（
合
唱
／
田
原
混
声
合
唱
団
）、句

会
他　

そ
の
他：
博
物
館
特
別
展

「
開
館
25
周
年
記
念
渡
辺
崋
山
の

神
髄
」
無
料
公
開

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
９
月
30
日（
日
）午
後
２
時

開
演
（
30
分
前
開
場
）　

場
所
：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
他

内
容
： 

ギ
タ
ー
・
二
胡
・
ピ
ア

ノ
の
音
の
料
理
人
が
お
届
け
す
る

世
界
の
美
味
し
い
音
楽
を
あ
な
た

に　

入
場
料
：
７
０
０
円（
ド
リ

ン
ク
付
き
）／
当
日
８
０
０
円　

チ
ケ
ッ
ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど

で
販
売

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

■「防災は　日頃の備え　心掛け」
　～必ず来る！その日のために～
　地震などの被害が発生した場合、警察は
人命を第一に救出救助、避難誘導、緊急交
通路の確保などに伴う交通規制、パトロー
ル、相談などさまざまな活動を行います。
●日頃から自分自身でできる暮らしの中
の地震対策を心掛けましょう！
・転倒する恐れのある家具や冷蔵庫は、必ず

固定しておきましょう
・避難経路を確保するため、家具などの配置

を見直しましょう
・割れたガラスに備え、枕元に靴を用意しま

しょう
・１週間程度の食料や飲料

水を準備しておきましょう
・避難に備え、非常持出袋

を準備しておきましょう

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成30年の累計

7月

●人身14件（106件）
●負傷15人（128人）
●死亡0人（3人）
●物損123件（804件）

●侵入盗7件（16件）
●乗物盗2件（9件）
●非侵入盗8件（64件）

●火災0件（16件）
●救急239件（1437件）
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場
料：【
一
般
】
２
０
０
０
円
／

当
日
２
５
０
０
円
【
小
中
高
生
】

５
０
０
円
【
楽
友
協
会
会
員
】

１
５
０
０
円　

チ
ケ
ッ
ト：
市
内

文
化
会
館
な
ど
で
販
売　

託
児：

９
月
28
日（
金
）ま
で
に
生
涯
学
習

課
（
☎
23
‐
３
６
３
５
）
へ
電
話

に
て
（
先
着
10
名
）

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金

子
）
☎
23‐２
６
８
３

講
座

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
９
月
11
日（
火
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　

内
容：
崋
山
か
ら
高
木

梧ご
あ
ん庵
宛
の
手
紙
そ
の
３　

講
師：

田
原
市
博
物
館
館
長 

鈴
木
利
昌

受
講
料：無
料　
申
込：当
日
、
受

付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

菜
の
花
エ
コ・エ
ネ
ル
ギ
ー

ツ
ア
ー
　

 

１
０
０
０
８
９
３

対
象：小
学
生
以
上　
日
時：９
月

29
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正

午　

集
合
場
所：
市
役
所
北
玄
関

豊
川
源
流
域
と
河
口
を
訪
ね
て

　

豊
川
源
流
部
の
森
や
河
口
沿
岸

の
干
潟
を
訪
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
し
て
、
森
づ
く
り
の
思
い
を
上

下
流
域
の
市
民
で
共
有
し
、
次
世

代
に
つ
な
げ
ま
す
。

期
日：
10
月
８
日
（
月・祝
）
他
３

回　

費
用：
５
０
０
円
／
回　

定

員：
各
20
～
40
名　
申
込：
各
回
開

催
日
２
週
間
前
ま
で
に
田
原
市
企

画
課
ま
た
は
豊
川
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク

Ｈ
Ｐ
（http://toyogawa.dosugoi.

net/

）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
先

着
順
）

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
流
域
圏
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
〒
４
４
１‐１
４
１
４　
新
城
市

作
手
清
岳
字
タ
イ
コ
ヤ
シ
キ
１‐23
）

☎
（
０
５
３
６
）37‐２
２
６
１

増
田
達
斗 

ピ
ア
ノ
の
魅
力vol.2

～
歌
と
踊
り
の
旋
律
～

１
０
０
１
１
３
１

日
時：
10
月
13
日
（
土
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
演：
増
田
達
斗（
ピ
ア
ノ
）　

入

た
っ
ぷ
く
祭 

１
０
０
５
１
３
２

日
時：
10
月
６
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時　
場
所
：
田

原
福
祉
専
門

学
校　

内
容
：

お
茶
席
や
模
擬

店
、
ゲ
ー
ム
、

バ
ザ
ー
、
音
楽

療
法
な
ど

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
大
会

１
０
０
４
３
０
３

日
時：
10
月
７
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　

場

所：総
合
体
育
館
、
は
な
の
き
広
場

種
目：
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、ペ
タ

ン
ク
、フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、タ
ー
ゲ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、二
人
三
脚
、万
歩
計
レ
ー

ス
、ス
ラ
ロ
ー
ム
ド
リ
ブ
ル
、デ
ィ
ス

ゲ
ッ
タ
ー
フ
ー
プ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

参
加
料：
無

料　
申
込：当
日
、
受
付
に
て　
持

ち
物：
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

な
ど

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

前　

内
容：
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
の
紹
介
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
設
の
見
学
、
菜
の
花
種

ま
き
（
雨
天
の
場
合
は
菜
種
搾
油

体
験
）、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど　

定
員：
20
名
（
抽
選
）　

参
加
料：

無
料　

申
込：
９
月
14
日
（
金
）

ま
で
に
、電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

普
通
救
命
講
習

１
０
０
５
６
７
７

対
象：
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方　

日
時：
９
月
30
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午　

場
所：
消
防

署
赤
羽
根
分
署　

内
容：
心
肺
蘇

生
法
や
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
取
り
扱
い
、
異
物
除

去
法
な
ど
を
学
ぶ　

定
員：
20
名

（
先
着
順
）　

受
講
料：
無
料　

申

込：９
月
29
日（
土
）ま
で
に
直
接・

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

明
記
）　
そ
の
他：講
習
修
了
者
に

修
了
証
を
交
付
／
た
は
ら
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45‐４
１
１
９

45‐４
１
２
０

家
族
教
室（
統
合
失
調
症
）

１
０
０
４
２
５
９

対
象：統
合
失
調
症
患
者
の
家
族

日
時
／
内
容
／
講
師：表
の
通
り

場
所：ウ
ィ
ズ
豊
川　

定
員：
20
名

（
先
着
順
）　

参
加
料：
無
料　

申

込：
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

日時 内容・講師

第１回
10／５金
14：00～
15：30

「統合失調症―病気の理解と家族としての心
がけー」　岩屋病院 杉田知己氏

第２回
10／16火
13：30～
15：30

「コミュニケーションのコツ－ＳＳＴで身につけ
よう－」
同朋大学 社会福祉学部 准教授 吉田みゆき氏

第３回
10／23火
14：00～
15：30

当事者の体験談＆家族交流会
「話してみよう－家族のこと・自分のこと－」
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生
涯
学
習
連
続
講
座（
後
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」

１
０
０
１
１
２
７

テ
ー
マ：
健
康
づ
く
り
と
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し

て　

対
象：
で
き
る
だ
け
連
続
で

受
講
で
き
る
方
（
60
歳
以
上
の
方

優
先
）　
期
日
／
内
容：表
の
通
り

時
間：
原
則
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
他　
定
員：各
60
名
程
度（
抽

選
）　
受
講
料
（
材
料
費
は
実
費
）：無

料　

申
込：
９
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

１
０
０
１
１
２
７

講
座
名：
歩
い
て
探
そ
う
東
三
河

の
宝
‐
秋
編
‐　

対
象：
全
４
回
参

加
で
き
る
方
で
東
三
河
在
住
、
在

勤
の
方
優
先　
日
時
／
テ
ー
マ
／

場
所
（
現
地
集
合
・
解
散
）：
表
の
通

り　
定
員：50
名
（
抽
選
）　
受
講

料：無
料　
申
込：９
月
20
日（
木
）

ま
で
に
電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
／
日
時：
表
の
通
り　

場

所：
田
原
文
化
会
館
（
親
子
の

タ
ッ
チ
ケ
ア
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
田

原
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　

定
員：
各

10
組
（
抽
選
）　

受
講
料：
原
則

１
０
０
０
円
（
材
料
費
別
）　

申

込：開
講
２
週
間
前
ま
で
に
電
話・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

教
室
名
・
参
加
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

生
活

ホ
ー
ル
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
１
１
２
５

　

市
内
の
文

化
ホ
ー
ル
で

開
催
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
、

演
劇
な
ど

を
支
援
し
ま

す
。

対
象：
市
内
在
住･

在
勤
で
３
人

以
上
の
団
体
が
実
施
す
る
、
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た
文
化
ホ
ー
ル

事
業
（
入
場
料
５
０
０
円
以
上
、

２
０
０
名
以
上
の
入
場
者
を
見
込

め
る
も
の
。
た
だ
し
、
団
体
の
発

表
会
に
類
す
る
事
業
や
営
利
目
的

の
事
業
は
除
く
）　
支
援
内
容：文

化
会
館
施
設
使
用
料
お
よ
び
付
属

設
備
使
用
料
の
免
除
、
舞
台
管
理

委
託
料
の
免
除
、
各
文
化
会
館
で

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広
報
活
動
の

援
助
、
事
業
費
の
補
助
（
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
、
限
度
額
１

事
業
25
万
円
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

期日 内容

10／17水 博物館へ行こう「渡辺崋山の神髄」

11／21水 健康体操

12／18火 豪雨災害に備える

H31／1／16水 学んで楽しむ　百人一首

H31／2／20水 香りの不思議・アロマセラピー

H31／3／22金 ニュースポーツで遊ぼう

日時 テーマ／場所
10／5金
10：00～12：00

葦毛湿原で秋の植物をみよう
（豊橋市）

10／19金
9：30～11：30

桜淵公園の中央構造線
（新城市）

11／9金
10：00～12：30

戦国の武将牧野氏のゆかりの地を訪れる
（豊川市）

11／16金
10：00～11：30

景勝地巡り
（東栄町）

教室名（材料費） 日時
初心者のためのやさしいギター（500円） 初回：10/2（原則、第1・3火曜日/全6回）14：00～15：30

わたしを優しく包む‥ホリスティックアロマ
セラピーの世界【昼・夜開催】（2,000円）

【昼】初回：10/2（原則、第1火曜日/全3回）10：30～12：00
【夜】初回：10/18（原則、第3木曜日/全3回）19：30～21：00

はじめての編み物講座（約5,000円） 初回：10/4（原則、第1木曜日/全6回）10：00～12：00

指先で描くパステル和みアート（各回500円） 初回：10/4（原則、第1木曜日/全5回）10：00～11：00
はじめての二胡【入門】

（500円、二胡の貸出1カ月3,000円） 初回：10/5（原則、第1・3金曜日/全5回）13：00～14：00

☆世界に1つ　自分で作るオリジナルキャン
ドル☆（各回1,500～2,500円程度） 初回：10/5（不定期/全5回）10：00～12：00

好きなボトルで作る自分好みのハーバリウム
（各回1,500円～） 初回：10/10（原則、第2水曜日/全5回）10：30～11：30

大人スタイルの手作りバッグ
（1,200～4,000円程度） 初回：10/16（原則、第3火曜日／全5回）13：30～15：30

ハーバリウム体験（各回1,600円～） 初回：10/17（原則、第3水曜日／全6回）10：00～12：00

初心者向け簡単つまみ細工（各回1,000円） 初回：10/24（原則、第4水曜日／全5回）10：00～12：00
親子リトミック

【①歩ける子～2歳、②２歳～未就園児】
①初回：10/2（原則、第1・3火曜日/全5回）10：30～11：30
②初回：10/10（原則、第2・4火曜日/全5回）10：30～11：30

オイルを使わない親子のタッチケア・マッサ
ージ【首すわり～よちよち歩き前】（100円） 初回：10/2（原則、第1・3火曜日/全5回）10：00～11：00

０歳からの習い事☆ゆび絵☆（各回400円） 初回：10/26（原則、第4金曜日/全5回）10：00～11：00
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理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
井
戸
な
ど
の
施
設
と
そ
の
周
辺

の
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
井
戸
水
の
色
、濁
り
、に
お
い
、

味
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
塩
素
消
毒
や
煮
沸
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
年
１
回
以
上
、
水
質
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
水
質
が
良
い
井
戸
な
ど
も
、
今

後
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
飲
用
水
に
は
水
道
水

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う　
　

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の

施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

※
詳
細
は
広
報
た
は
ら
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

結
核
週
間

９
月
24
日
月
～
30
日
日

　
昨
年
、豊
川
保
健
所
管
内
で
は
、

37
名
の
結
核
患
者
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
70
歳
以
上
の
方
は

25
名
で
あ
り
、
7
割
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
結
核
は
、
今
で
も
日

本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。
結
核

の
初
期
症
状
は
風
邪
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。

　
咳
が
2
週
間
続
く
、痰
が
出
る
、

急
に
体
重
が
減
る
、
身
体
が
だ
る

い
、
食
欲
が
な
い
、
寝
汗
が
出
る

な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
医
療

機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
９

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て

い
る
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

１
０
０
４
２
６
０

　
井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、
使
う
人
が
自
分
自
身

で
井
戸
な
ど
の
施
設
や
水
質
の
管

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
金
～
30
日
日

１
０
０
３
０
３
７

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
次

の
運
動
重
点
に
よ
り
展
開
し
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
重
点

◦
歩
行
中
の
子
ど
も
、
高
齢
者

と
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通

事
故
を
防
止
し
よ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

平
成
31
年
田
原
市
成
人
式

を
行
い
ま
す

日
時：平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

午
前
10
時
～　

場
所：
田
原
市
総

合
体
育
館　

案
内
状：
11
月
末
現

在
で
田
原
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
12
月
初
旬
ご
ろ
送
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

10
月
１
日「
法
の
日
」記
念
事
業

無
料
相
談（
弁
護
士
・
司
法
書

士・法
務
局
）

▪
無
料
弁
護
士
相
談

日
時
／
場
所
：
10
月
13
日（
土
）

正
午
～
午
後
２
時
／
豊
橋
商
工
会

議
所
５
階　

定
員
：
25
名（
先
着

順
）　

申
込
：
９
月
19
日（
水
）～

10
月
３
日（
水
）の
期
間
に
電
話
に

て　
そ
の
他
：
記
念
講
演
会
（
講

師 

戸
田
奈
津
子
氏
）
あ
り
／
詳

細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）
52‐５
９
４
６

▪
司
法
書
士
相
談

日
時
／
場
所
：
10
月
６
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
／
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
１・
３　

内

容
：
登
記
・
民
事
お
よ
び
家
庭
裁

判
所
の
手
続
き
・
遺
言
の
作
成
に

関
す
る
こ
と　
申
込
：
事
前
に
電

話
ま
た
は
当
日
会
場
に
て
（
先
着

順
）

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐５
６
６
５

▪
法
務
局
休
日
相
談

日
時
／
場
所
：
10
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
／
名
古

屋
法
務
局　
内
容
：
法
務
局
業
務

（
登
記
・
筆
界
特
定
・
人
権
擁
護

お
よ
び
供
託
な
ど
）、
遺
言
な
ど

の
公
正
証
書
の
作
成
、法
律
相
談
、

心
配
事
な
ど
に
関
す
る
こ
と　
申

込
：
事
前
に
電
話
予
約
ま
た
は
当

日
会
場
に
て
（
予
約
優
先
）

▼
名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
７
０

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
７
月
27
日
、
㈱
河
合
組　
代
表

取
締
役　
河
合
伸
久
様
か
ら
野
田

小
学
校
の
教
育
活
動
支
援
・
充
実

の
た
め
、
金
30
万
円
。
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私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

１
０
０
４
３
０
２

対
象：
市
内
在
住
の
方
で
、
10
月

１
日
現
在
、
全
日
制
ま
た
は
定
時

制
の
私
立
高
等
学
校
に
通
い
、
各

学
校
の
特
待
生
ま
た
は
奨
学
生
と

し
て
授
業
料
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い

生
徒
の
保
護
者（
授
業
料
負
担
者
）

補
助
額：１
万
２
０
０
０
円（
年
額
）

申
込：10
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）

の
期
間
に
、
各
高
等
学
校
ま
た
は

教
育
総
務
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
提
出

（
在
学
証
明
書
・
保
護
者
名
義
の

口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
・
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
総
務
課

☎
23‐３
５
３
０

22‐３
８
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談

１
０
０
２
２
９
７

　
生
活
や
子
育
て
、
就
業
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所：市
役
所
子
育
て
支
援
課（
北

庁
舎
１
階
）　

時
間
：
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
（
予
約
優
先
）

そ
の
他：予
約
者
に
限
り
、
田
原・

赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
つ
み

ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
で
も
相
談
可

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

23‐３
５
４
５

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」

１
０
０
１
０
４
６

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦

情
、
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
東
三
河
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー

　
☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
０
５

場
所
：
豊
橋
市
役
所 

安
全
生
活

課
（
東
館
12
階
）　

開
設
日
時
：

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

▪
東
三
河
消
費
生
活
田
原
セ
ン

タ
ー

　
☎
23‐３
８
１
８

場
所
：
田
原
市
役
所 

商
工
観
光

課
（
北
庁
舎
１
階
）　
開
設
日
時：

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

▼
東
三
河
広
域
連
合
消
費
生
活
課

☎（
０
５
３
２
）26‐９
０
７
７

「
住
宅・土
地
統
計
調
査
」に

ご
協
力
を

　
総
務
省
で
は
、
我
が
国
に
お
け

る
住
宅
お
よ
び
土
地
の
保
有
状
況

や
居
住
環
境
の
実
態
を
調
べ
る
た

め
、平
成
30
年
10
月
1
日
現
在
で
、

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
約
２
１
０
０
世
帯
が

調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
9
月

中
旬
頃
、
調
査
員
が
調
査
対
象
の

世
帯
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

市
民
課
の
土
曜
窓
口
業
務

を
お
休
み
し
ま
す１

０
０
５
６
５
２

　
９
月
15
日
（
土
）
は
、
南
庁
舎

玄
関
前
に
お
い
て
ワ
ー
ル
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
の
開
会
式
な
ど

が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
市
民
課
の

土
曜
窓
口
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
市
民
課

☎
23‐３
５
１
１

23‐４
２
７
０

税

公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税・県
民
税
の
天
引
き

１
０
０
０
７
８
０

　
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
（
昭
和

27
年
４
月
３
日
～
28
年
４
月
２
日

生
ま
れ
の
方
）
な
ど
で
、
10
月
支

給
の
公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・
県

民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が

始
ま
る
方
が
い
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者

に
は
、
６
月
中
旬
に
市
か
ら
送
付

し
た
納
税
通
知
書
に
特
別
徴
収
予

定
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０

❖掲載位置＝裏表紙
❖募集単位数＝６枠（たて 80mm×よこ80mm／ 4 色刷）
❖掲  載  料＝ 27,000 円（１単位）
❖参考情報＝約 22,000 部発行／平成 31 年３月 15 日から

市内全世帯（自治会経由）および医療機関などに配布
❖募集期間＝ 10 月 31 日（水）まで　※締切日必着

申込方法
健康課、市ＨＰにある申込書に必要事項を記入の上、必要書
類を添えて直接または郵送にて／要綱・要領などは市ＨＰを
ご覧ください。

▼健康課（あつみライフランド内）
☎33‐0386
〒441-3614　保美町寺西21番地10

2019年度版田原市健康ガイド
ブック（旧田原市健康カレンダー）に
広告を掲載しませんか？ 1002115
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金 土 日

31 9/1 2
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

7 8 9
おはなし会
14：00～

14 15 16
臨時休館  

（～16日日）
おはなし会
10：30～

21 22 23
おはなしポケット
10：30～ と保護者

おはなし会
10：30～

子ども工作教室
「とばして遊ぼう」
10：00～ ～
※先着100名

28 29 30
親子リトミック
10：30～ と保護者

5 6 7
おはなし会
15：00～
おはなし会

10：30～ 14：00～

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

ひまわりルーム
（稲場保育園内）
☎23-0987
なのはなルーム

（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽

根福祉センター（毎週火
曜日9：30～11:00）・泉市
民館（毎週金曜日9：30～
11:00）

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

【対象】市内在住、在勤、在学の方
【日時 / 場所】10 月 22 日（月）9：30 ～ 12：30/ 赤羽根福祉センター１階会議室
【内容】乳児、小児に対する事故防止、応急手当（心肺蘇生法、AED）を学ぶ
【定員 / 参加料】20 名（先着順）/ 無料
【申込】１０月２１日（日）までに、直接、電話、FAX・Ｅメールにて
（ＦＡＸ、Ｅメールの場合は、件名を「パパママ普通救命講習申込み」とし、住所・氏名・生年月日・
性別・電話番号・職業・託児の有無「氏名、年齢」を明記）託児申込１０月１４日（日）まで

【その他】講習修了者に修了証を交付／たはら健康マイレージ対象
▶消防署赤羽根分署☎ 45-4119 45-4120

パパママ普通救命講習　 １００5742

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

27 28 29 30
チャレンジ「パズル」
 （～９月９日日）

以上

子育てワンポイントアドバイス
10：30～どなたでも

親子で音楽リズム
10：30～11：10

3 4 5 おはなし会 6
ジャンボカボチャ展示

（～11日火）どなたでも
10：30～
サンテパルクで遊ぼう！
10：00～11：30
はらぺこMommys
10：30～ と保護者

10 11 12 13
のりもの

（～14日金）
ぬりえ

（～14日金） ～

おはなし会
10：30～、11:00

17 18 19 おはなし会 20
アイデア工作  

（～23日日） 以上
10：30～、11:00
口の発達について（歯磨き）
11：00～11:30
７カ国語であそぼう！
10：30～11：00

24 25 26 27
工作「びっくり！小物入れ」  

（～30日日） 以上
おはなし会
10：30～

トイレトレーニング
10：30～11：00

10/1 2 3 4
おはなし会
10：30～、

【対象】どなたでも（中学生以下は保護者同伴）
【日時 / 場所】10 月６日（土）9：30 ～ 11：30/ 汐川干潟（豊橋市杉山町）
【内容】豊橋市と共同で行う、野鳥や干潟の生き物の観察会
【定員 / 参加料】50 名（先着順）/ 無料
【申込】9 月 14 日（金）までに、電話・FAX・はがきにて
（FAX・はがきの場合は、代表者の郵便番号・住所・電話番号と参加
者全員の氏名・年齢を明記）

▶環境政策課〒 441-3492  住所不要　☎ 23-3541 23-1832

秋の汐川干潟自然観察会　 １００4279

　聞こえと言葉に心配のあるお子さんの教育相談
を行っています。聴覚に障害のあるお子さんの教
育は、早期開始が大切です。電話での相談も受
け付けていますので、お気軽にご相談ください。

【対象】聴覚障害乳幼児（就学前）【受付日時】月
～金曜 9：00 ～ 17：00【相談内容】聴力の測定

（聞こえの状態の確認）・言葉の育て方・人口内耳・
補聴器・子育て
▶愛知県立豊橋聾学校（豊橋市草間町）
　☎ 0532-45-2049 0532-47-7545

聞こえと言葉に心配のある乳幼児の教育相談

2018 September
イベントカレンダー9月 場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

ひまわりルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

　

健
康
た
は
ら
21
第
２
次
計
画
で
は
、が

ん
で
亡
く
な
る
人
を
減
ら
す
た
め
に
、各

が
ん
検
診
の
受
診
率
の
目
標
値
を
50
％
と

定
め
て
、受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、目
標
値
に
は
ま
だ
ま
だ
届
い
て

い
ま
せ
ん
。グ
ラ
フ
の
年
代
別
を
見
る
と
、

特
に
働
き
盛
り
で
あ
る
40
・
50
歳
代
の
受

診
率
が
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

企
業
に
登
録
し
、一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　
従
業
員
の
が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
て
、が
ん
検
診
の
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
に
本
社
ま
た
は
支
店
な
ど
が

あ
る
企
業

【
活
動
内
容
】従
業
員
の
が
ん
検
診
の
受
診

率
を
把
握
し
、が
ん
検
診
受
診
の
呼
び
掛

け
な
ど
を
行
う
。

【
登
録
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
】①
従
業
員
の
方

が
が
ん
検
診
を
毎
年
受
け
る
こ
と
で
が
ん

を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、早
期

の
治
療
と
仕
事
復
帰
に
つ
な
げ
、大
切
な

人
材
の
維
持
と
会
社
の
経
営
基
盤
の
安
定

が
維
持
で
き
ま
す
。②
事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。③
市
の
Ｈ

Ｐ
に
て
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
の
取
り
組
み
を

随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
現
在
登
録
中
の
企
業
】（
登
録
順
）（
有
）あ

い
ふ
る
ケ
ア
／
渥
美
漁
業
協
同
組
合
／
斉

竹
鉱
建（
株
）／
フ
ル
ハ
シ
繊
維
工
業（
株
）

／（
有
）大
陽
社
印
刷
所
／（
有
）愛
知
南
運

送
／（
株
）小
久
保
俊
輔
商
店
／
豊
鉄
タ
ク

シ
ー（
株
）／
イ
ノ
チ
オ
ア
グ
リ（
株
）渥
美

営
業
所・田
原
営
業
所・田
原
工
場
／（
株
）

衣
笠
興
業
／
藤
建
設（
株
）／（
株
）ヤ
マ
ナ

カ
田
原
店
／（
株
）渥
美
フ
ー
ズ
／
赤
羽
根

学
園
／
伊
良
湖
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
／
田
原
福

寿
園
／
田
原
ゆ
の
里
／
花
の
里
／
渥
美
福

寿
園
／
ケ
ア
ハ
ウ
ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
／
蔵

王
の
杜
／
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
田
原
パ
オ
店
／

蔵
王
苑
／
田
原
授
産
所
／
六
連
郵
便
局
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ア
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
椰
子
の
実
／
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
タ
ン
ポ
ポ
／M

iyata

美
容
室

／（
株
）ホ
テ
ル
ク
リ
エ
イ
ト
／
休
暇
村
伊

良
湖
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
ま
／
ヤ
ク
ル

ト
田
原
セ
ン
タ
ー
／
山
本
工
務
店（
株
）／

（
株
）石
倉
精
工
／
宮
川
産
業（
株
）／
ア
ラ

キ
農
産（
株
）／
渥
美
建
設（
株
）／
盛
田
電

気（
株
）／（
株
）金
広
商
店
／（
株
）ス
ギ
テ

ツ
／（
有
）渥
美
住
建
山
本
木
工
／
鈴
電
／

石
本
マ
オ
ラ
ン（
株
）／（
株
）山
内
建
具
／

（
有
）小
笠
原
組

働
く
世
代
を
が
ん
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　 

　
　

１
０
０
５
０
８
２

　

本
市
で
は
平
成
26
年
度
に「
企
業
と
一
緒

に
、働
く
世
代
を
が
ん
か
ら
守
る
」こ
と
を
目

的
に
、企
業
の
経
営
者
の
方
々
と
協
力
し
て
、

検
診
を
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、従

業
員
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
を
募

集
し
、「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
企
業
」の
登
録
を
開
始
し
ま
し
た
。

▪
本
市
の
が
ん
検
診　
年
齢
別
受
診
率

受診率の低い
40・５０歳代

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50
（％）

70歳代以上60歳代50歳代40歳代

13.3

14.0
18.2

13.4 15.0

19.8

31.9
36.2

29.0 30.4

21.2
17.7

胃がん 大腸がん 肺がん

●平成29年度　田原市年齢別がん検診受診率

●❶ ●❷ ●❸

体幹を鍛えることで安定した歩き方を身に付ける
ことにつながります。腰に負担がかからないよう自
分のペースで行ってみましょう。

スポーツ課☎23-3531

❶両足を腰幅に開き、お腹に力を入れてへこませ、真っ直ぐに立つ。こ
のとき両手にペットボトルを持ち、お腹の前にセットする。
❷左足を大きく前に踏み出すと同時に、右の肩先が正面に来るまで
ペットボトルを持った両手を左へ回転させる。

※このとき、お腹に力が入り、左わき腹がしっかり伸びるのを意識する。
❸①の姿勢に戻り、反対も同様に行う。　※①～③を数回繰り返す。

122
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

【
特
選
】
杉
江
菜
々
美
（
中
山
小
６
年
）

【
入
選
】
中
神
妃
那
（
田
原
南
部
小
３
年
）

形
部
陽
菜
（
田
原
南
部
小
４
年
）

大
場
み
な
美
（
田
原
南
部
小
５
年
）

黒
崎
莉
愛
（
童
浦
小
４
年
）

荒
木
栞
奈
（
中
山
小
６
年
）

森
下
あ
み
（
中
山
小
６
年
）

▪
住
民
結
核・
肺
が
ん
検
診
実
施
日
変
更

  
台
風
12
号
の
接
近
に
よ
り
延
期
し
た
住

民
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
７
月
29
日
）
を

左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
日
／
時
間
／
場
所
＝
10
月
７
日

（
日
）
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
市
役

所

【
お
知
ら
せ
】

▪
栄
養
バ
イ
キ
ン
グ
講
座

【
対
象
】市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　
【
場

所
／
期
日
／
時
間
】
表
の
通
り　
【
内
容
】

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の
講
義

と
バ
イ
キ
ン
グ
実
習　
【
定
員
】各
20
組（
先

着
順
）
※
印
の
期
日
は
託
児
あ
り
10
名（
先

着
順
）　
【
受
講
料
】
各
３
０
０
円　
【
申

込
】
各
回
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
に
て

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪「
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

図
画・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

  

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
１
５
７

名
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

作
品
も
、
歯
の
大
切
さ
が
描
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、５
月
20
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
「
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
投
票
で
、

入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

9月17日（月・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

9月23日（日・祝）
永井医院 ☎22‐0227
赤石歯科クリニック ☎23‐7300

9月24日（月・振）
菜の花内科クリニック ☎22‐7777
田原歯科クリニック ☎23‐1626

9月30日（日）
河合医院 ☎22‐6133
ふくい眼科 ☎22‐5878
鈴木歯科医院 ☎32‐0239

月　日 当直医 電話番号

9月  2日（日）

富永医院 ☎23‐1316
ふくい眼科 ☎22‐5878
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
あおきファミリー歯科 ☎32‐2700

9月  9日（日）
川瀬医院 ☎35‐1511
花井歯科医院 ☎23‐1661

9月16日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24‐2322
きまた眼科 ☎23‐1092
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

場所 期日 時間

田原福祉
センター

11/27（火）

10：00～
12：30

（受付9：50
～10：00）

1/29（火）※

あつみライ
フランド

12/5（水）

2/6（水）※

◦栄養バイキング講座

※印の期日は託児があります。
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グロリオサ
（花／出荷時期：通年）

反り返った花びらが特徴で、
ラテン語の栄光が語源で
す。県内1位の生産量で、約
61万本出荷されています。

花ことば

栄光・勇敢

ポットマム
（鉢花／出荷時期：8～11月）

和の落ち着きと洋風の華や
かさを持つ日本人になじみ
深い鉢花です。本市では約
14万鉢出荷されています。

花ことば

高潔

農政課  ☎23-3517

花 鉢

30

今月の 9月の

能
を
維
持
し
た
り
、
回
復
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

〈
予
防
ポ
イ
ン
ト
〉

①
歯
み
が
き

・
歯
と
歯
肉
の
境
目
に
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
当

　
て
、
小
刻
み
に
磨
く

・
歯
と
歯
の
狭
い
隙
間
は
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や

　
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
用
、
舌
は
舌
ブ
ラ
シ
を
使

　
用
す
る

・
仕
上
げ
に
薬
用
洗
口
剤
（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
）

　
を
利
用
す
る

②
義
歯
の
手
入
れ

・
流
水
で
食
べ
か
す
を
洗
い
流
す

・
義
歯
専
用
ブ
ラ
シ
で
磨
く
。
歯
み
が
き
粉
は

　
義
歯
を
傷
つ
け
る
た
め
使
用
し
な
い

・
寝
る
前
は
、
義
歯
洗
浄
剤
に
つ
け
る

③
口
の
乾
燥
予
防
と
唾
液
の
分
泌
促
進

・
水
分
を
小
ま
め
に
補
給
す
る

・
歌
や
お
し
ゃ
べ
り
、
早
口
言
葉
な
ど
を
楽

・
し
む

・
口
腔
の
保
湿
剤
な
ど
を
使
う

④
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
つ

・
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
的
に
口

健
口
寿
命
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う

　

年
齢
を
重
ね
る
と
歯
や
歯
肉
だ
け
で
は
な

く
、飲
み
込
む
力
の
低
下
や
唾
液
が
減
る
な
ど
、

口
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

口
の
機
能
の
衰
え
を
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」

と
呼
び
、次
の
よ
う
な
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
す
。

・
奥
歯
で
し
っ
か
り
と
噛
め
な
い

・
噛
む
際
に
痛
み
や
不
快
感
が
あ
る

・
食
べ
こ
ぼ
し
が
多
い

・
む
せ
や
す
い

・
口
が
乾
燥
し
や
す
い

・
発
音
が
悪
く
な
る

▪
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
栄
養
の
関
係

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
な
る
と
、
硬
い
食
品

や
繊
維
の
多
い
食
品
を
避
け
、
軟
ら
か
い
食
品

を
好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
物

繊
維
な
ど
の
栄
養
の
摂
取
不
足
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
肥
満
や
糖
尿

病
、
脂
質
代
謝
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣
病
へ
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

▪
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
方
法

 

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
舌
や
口
の
筋
肉
を
鍛
え
た
り
、
き
ち

ん
と
手
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
の
機

　
の
状
態
を
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、
生
き
生
き

と
し
た
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

60
歳
か
ら
の
健
康
づ
く
り
講
座

　

介
護
予
防
の
た
め
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、

口
の
健
康
や
栄
養
、
運
動
、
脳
ト
レ
な
ど
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

【
対
象
】

　
本
市
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

　
※
59
歳
以
下
の
方
も
受
講
可
能
で
す
。

【
開
催
日
】

　
10
月
上
旬
～
11
月
下
旬

【
場
所
】

　
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
限
】

　
9
月
10
日
（
月
）
～
25
日
（
火
）

【
申
込
先
】

　
高
齢
福
祉
課　
長
寿
介
護
係　

　
☎
23‐
３
２
１
７

◆
高
齢
福
祉
の
手
引
◆　
　
１
０
０
５
６
６
０

　
安
否
確
認
、緊
急
通
報
の
サ
ー
ビ
ス
、介
護
関
係

　
情
報
な
ど
を
掲
載　
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グロリオサ
（花／出荷時期：通年）

反り返った花びらが特徴で、
ラテン語の栄光が語源で
す。県内1位の生産量で、約
61万本出荷されています。

花ことば

栄光・勇敢

ポットマム
（鉢花／出荷時期：8～11月）

和の落ち着きと洋風の華や
かさを持つ日本人になじみ
深い鉢花です。本市では約
14万鉢出荷されています。

花ことば

高潔

農政課  ☎23-3517

花 鉢

30

今月の 9月の

　
→
ボ
ウ
ル
に
移
す
。

❷
卵
白
を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で
角
（
つ
の
）
が
立
つ

ま
で
混
ぜ
る
。

❸
ふ
わ
っ
と
混
ざ
っ
た
ら
冷
凍
庫
で
冷
や
す
。

❹
１
時
間
ご
と
に
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
混
ぜ
る
。

❺
３
～
４
時
間
く
ら
い
冷
ま
し
た
ら
出
来
上
が
り
。

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

　

メ
レ
ン
ゲ
を
作
る
と
き
に
切
る
よ
う
に
混
ぜ
る

と
、
ふ
わ
っ
と
仕
上
が
り
ま
す
。
メ
レ
ン
ゲ
を
入
れ

る
と
き
は
ま
と
め
て
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
３
回
く

ら
い
に
分
け
る
と
良
い
で
す
。

▪
野
菜
の
特
徴（
保
存
方
法
、栄
養
性・機
能
性
な
ど
）

・
キ
ュ
ウ
リ
の
豊
富
な

・
水
分
と
カ
リ
ウ
ム
が

・
利
尿
に
役
立
ち
ま
す
。

・
カ
リ
ウ
ム
に
は
高
血

・
圧
予
防
効
果
が
あ
り

・
ま
す
。

・
体
の
熱
を
冷
ま
す
作
用
も
あ
る
の
で
、
火
照
っ
た

・
体
や
喉
の
渇
き
を
癒
や
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
夏

・
バ
テ
予
防
や
、
む
く
み
が
気
に
な
る
人
に
お
勧
め

・
で
す
。

・
キ
ュ
ウ
リ
の
皮
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
が
豊
富
に
含
ま

・れ
て
い
る
の
で
、
皮
は
む
か
ず
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
キ
ュ
ウ
リ
の
頭
の
部
分
（
苦
味
が
あ
る
と
こ
ろ
）

・
に
は
ク
ル
ル
ビ
タ
シ
ン
が
含
ま
れ
、
抗
が
ん
作
用

・
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
レ
シ
ピ
作
成
者
ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美  
山
内
加
奈
子
）

キ
ュ
ウ
リ
に
は
栄
養
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
食
卓
に
登
場
す
る
機
会
の
多
い
キ
ュ
ウ
リ
は
、
食

感
が
良
く
、
手
軽
に
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、「
キ
ュ
ウ

リ
に
は
ほ
と
ん
ど
栄
養
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
キ
ュ
ウ
リ
は
、「
世
界
一
カ
ロ
リ
ー
が
低
い

果
実
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
も
登
録
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
「
世
界
で
一
番
栄
養

が
少
な
い
野
菜
」
と
誤
解
さ
れ
、
広
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
95
％
以
上
が
水
分
の
た
め
、
栄
養
価
が
少
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
カ
リ
ウ

ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

食
物
繊
維
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
キ
ュ
ウ
リ
は
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
、
含
ま
れ
る
栄
養
素
も
効
率
的
に
摂
取
で
き
る

の
で
、
一
日
の
野
菜
の
摂
取
量
を
補
う
に
は
最
も
優

れ
た
野
菜
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
は
そ
ん
な
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
た
残
暑
を
乗
り

切
る
た
め
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
キ
ュ
ウ
リ
ア
イ
ス
】

▪
作
り
方

❶
卵
黄
、小
さ
く
輪
切
り
に
し
た
キ
ュ
ウ
リ
、蜂
蜜
、

水
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

【
材
料（
２
人
分
）】

卵
1
個（
卵
黄
と
卵
白
に
分
け
る
）、キ
ュ
ウ
リ
1
本
、

蜂
蜜
大
さ
じ
2
、水
20・ml
、塩
少
々
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 4月
H29年度 4月

H29年度 5月
H30年度 5月

H29年度 6月
H30年度 6月

1,600.34

1,561.11

［田原市調べ］

水質を常に良好に保つよう心掛け、多くの生き物が生息できる環境を作っていきましょう。

●市内５河川の水質検査結果

BＯＤ（㎎/ℓ）

H29 5月 7月 9月 H30 1月 3月 5月

汐川環境基準（目標）
8㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

11月

1,558.27

1,527.08

1,559.94

1,484.33

　皆さん、夏休みには川や海、森などでたくさんの自然に触れ合い
ましたか？今回は、７月下旬に小学生を対象に新堀川（伊川津町 椛

なぐさ

橋
ばし

付近）で実施した水生生物調査について紹介します。
　水生生物調査とは、川の生き物を採集して種類を調べることで、
水質を判定する調査のことです。住んでいる生き物の種類と数から、
川の水の汚れが次の４階級に分けられます。

【指標生物と水質の階級】

　
　今回調査をした新堀川の椛地域では、ヘビトンボやコオニヤンマなどが確
認されました。調査の結果、新堀川の水質は「水質階級Ⅰ（きれいな水）」で
した。昨年度の調査でも水質階級はⅠで、新堀川は昨年と変わらずきれいな
川ということが分かります。今後もきれいな川を次の世代に残せるように、
一人一人が川について興味や意識を持つことが大切です。
▶環境政策課☎23-3541

水生生物調査

▲ヘビトンボ

▲調査の様子

水質階級Ⅰ
（きれいな水）

水質階級Ⅱ
（ややきれいな水）

水質階級Ⅲ
（汚い水）

水質階級Ⅳ
（とても汚い水）

 カワゲラ類
ヒラタカゲロウ類
ナガレトビケラ類
ヤマトビケラ類
アミカ類、ヨコエビ類
ヘビトンボ、ブユ類
 サワガニ、ナミウズムシ

コガタシマトビケラ類
オオシマトビケラ
ヒラタドロムシ類
ゲンジボタル
コオニヤンマ、カワニナ類
ヤマトシジミ、イシマキガイ

ミズカマキリ
ミズムシ
タニシ類
シマイシビル
ニホンドロソコエビ
イソコツブムシ類

ユスリカ類
チョウバエ類
アメリカザリガニ
エラミミズ
サカマキガイ
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
   9月▶３日月、10日月、14日金、18日火、
　　　  25日火
 10月▶1日月、9日火、12日金、15日月、
　　　  22日月、29日月
　 【全館臨時休業】 30日火、31日水

◎ふしぎ文学半島プロジェクト2018
「夜ふかし図書館」 
　2日間に渡り、“ふしぎ”にまつわるイベントを開催
します。夜の図書館に泊まって読書三昧はいかがで
しょうか？
①ふしぎ百物語
▶日時＝10月20日（土）午後3時～4時
▶場所＝こどもしつ　おはなしのへや
▶定員＝20名（受付順）
▶内容＝怪談作品の朗読や読み聞かせなど
②トークイベント「明治と怪談」
▶日時＝10月20日（土）午後6時～7時30分
▶場所＝くつろぎコーナー
▶ゲスト＝金原瑞人氏（翻訳家）、東雅夫氏（文芸評論家）
▶定員＝50名（受付順）
③ミステリーナイトツアー「田原のふしぎ巡り」
▶日時＝10月20日（土）午後８時～９時30分
▶定員＝20名（抽選、18歳未満は大人同伴）
▶内容＝中央図書館周辺のふしぎスポットを巡るツアー
④図書館泊「読む夜」
▶日時＝ナイトツアー終了後～10月21日（日）午前9時
▶定員＝20名（18歳以上、②または③の参加者の希望
者から抽選）

【①～④共通事項】
▶場所＝中央図書館
▶申込＝直接、電話またはEメールにて
※②～④は9月24日（月・祝）午後5時まで

詳細はHPまたは館内掲示ポスターをご覧ください。

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．あらめを使った郷土料理が知りたい。
◎調べるキーワード

「あらめ」「郷土料理」「海藻」
A．郷土資料を調べると、料理の棚に関連のある
本がみつかりました。「あらめ」とは太平洋の磯で
採れる海藻で、わかめより身が粗くて厚いことから

“あらめ”と呼ばれ、オスの表面は滑らかでメスは
ギザギザ、と説明が載っています。
　また、あらめを使った
郷土料理として「あら
めと落花生の煮つけ」や

「あらめ巻き」のレシピ
なども紹介されていま
した。
　この機会に地域に伝わる味わい深い料理を作っ
てみませんか。
◎調べた本

『田原市の郷土料理レシピ集』 農村輝きネット・あ
つみ A590.251/ﾀﾊ　『渥美の味と技』 愛知県渥
美農業改良普及センター A592.51/ｱﾂ　『聞き書 
愛知の食事』（日本の食生活全集23） 農山漁村文
化協会 A383/ﾆﾎ

●中央図書館
　一　般▶9月15日土～１０月11日木	 「きっとくる」
　子ども▶9月1日土～11月8日木	 「ばけもののまちに　	
	 おいでんさい!」
●赤羽根図書館
　一　般▶9月15日土～10月11日木	 「おいしい本」
　子ども▶9月1日土～10月11日木	 「おつきさま」

●渥美図書館
　一　般▶9月15日土～10月11日木	 「趣味の世界」
　子ども▶9月15日土～10月11日木	 「つき」

『近藤寿市郎伝』
嶋津隆文/著　公職研　A289.251/ｺﾝ

豊川用水が通水してから今年で５０年。
事の始まりは、渥美半島生まれの政治
家、寿市郎が吹いた「大ほら」だった。

『星どろぼう』
アンドレア・ディノト/ぶん　アーノルド・
ローベル/え　ほるぷ出版　933/ﾃﾞ

世界中の星を自分のものにしたいと
願った泥棒のお話です。星のよく見え
る季節におすすめの児童書です。
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～9/13木
田原市長杯（少年野球）

男女共同参画フェス

9/13木～9/27木
トライアスロン伊良湖大会（きゅ
うきゅう広場含む）
田原市総合防災訓練

9/27木～10/11木
2018 アーバンリサーチ ISA ワ
ールドサーフィンゲームス
田原祭り

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！
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54 平成 30 年９月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　　
９
月
に
な

り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま

だ
暑
い
時
期

が
続
き
ま

す
。

　
熱
中
症
の

予
防
に
は
、

「
水
分
を
取

る
こ
と
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が

大
切
で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

農
作
業
中
の
熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

・
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
や
湿
度
の

高
い
場
所
で
の
作
業
を
避
け
る

・
小
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る

・
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
す
る

・
休
憩
を
小
ま
め
に
取
り
、
作
業
時
間
を

短
く
す
る

・
帽
子
の
着
用
や
、
汗
を
発
散
し
や
す
い

服
装
を
す
る

　◎
熱
中
症
は
予
防
が
で
き
る
病
気
で
す
。

　
熱
中
症
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
し
っ
か

　
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

　　
農
地
は
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
、
限
り
あ
る

地
域
資
源
で
す
。
そ
の
た
め
「
荒
ら
さ
ず

に
耕
作
す
る
こ
と
」
が
原
則
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
農
地
の
遊
休
化
防

止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
市
内
の
全
て
の

農
地
を
対
象
に
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
農
業

委
員
と
推
進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
に
は
、
こ
の
機
会
に
農
地

を
適
正
に
管
理
し
て
い
る
か
、
今
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

未
相
続
の
ま
ま
の
農
地
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
農
地
に
限
ら
ず
、
土
地
の
所
有
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
相
続
人
を
定
め
て
相
続
登

記
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
相
続
登
記
と
聞
く
と
、
法
定
相
続
権
利

者
全
員
に
よ
る
遺
産
分
割
協
議
書
や
、
相

続
関
係
図
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、
手
続
き
が
複
雑
で
、
な
か
な
か
大
変

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
相
続

権
を
持
つ
人
物
の
死
亡
に
よ
っ
て
さ
ら
に

相
続
対
象
の
範
囲
が
広
が
り
、
い
っ
そ
う

調
整
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
農
地
の
売
買
、
貸
借
、
測
量
な
ど
に

も
支
障
が
生
じ
ま
す
。

　
ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
直
後
に
は
な
か

な
か
余
裕
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
落
ち

着
い
た
後
、
相
続
手
続
き
を
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
登
記
完
了
後
に

は
農
業
委
員
会
に
相
続
の
届
け
出
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
続
以
外
で
も
、
農
地
の
権
利
に
関
す

る
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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農
地
を
「
貸
し
た
い
」「
売
り
た
い
」
方
へ

　

「
借
り
た
い
」「
買
い
た
い
」

●
田
原
市
と
Ｊ
Ａ
で
は
こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す

　
農
家
の
方
の
中
に
は
、
病
気
で
あ
っ
た

り
、高
齢
で
耕
作
で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
、

所
有
す
る
田
や
畑
の
管
理
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
も
の

の
農
業
を
し
て
い
な
い
、
遠
く
に
住
ん
で

い
る
、
な
ど
の
理
由
で
耕
作
で
き
な
い
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
農
地
を
耕
作
せ
ず
に
放
置
す
る
と
、
草

木
が
生
い
茂
り
、
再
度
耕
作
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
共
に
、
害

虫
が
発
生
す
る
な
ど
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛

け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
耕
作
し
な
く
て
も
土
地
改
良
区

の
賦
課
金
な
ど
を
毎
年
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
農
地
を
所
有
す
る
方
は
、

農
地
を
貸
し
出
し
た
り
、
売
却
す
る
こ
と

を
考
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
市
内

に
は
、
農
業
経
営
の
規
模
を
拡
大
し
た
い

と
考
え
て
い
る
農
家
の
方
が
多
く
い
ま

す
。

　

本
市
お
よ
び
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
で
は
、

下
記
の
と
お
り
、農
地
を「
貸
し
た
い
」「
売

り
た
い
」方
と
、「
借
り
た
い
」「
買
い
た
い
」

方
へ
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
地
・
園
芸
施
設
バ
ン
ク
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
田
原
市
営
農
支
援
課
）

　「
貸
し
た
い
」「
売
り
た
い
」
農
地
の
情

報
を
登
録
し
て
、
規
模
拡
大
を
目
指
す
農

業
者
や
新
規
就
農
者
に
紹
介
し
、
有
効
活

用
を
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

ア 

対
象
の
土
地

市
内
の
農
地

イ 
登
録
方
法
　

営
農
支
援
課
に
農
地
バ
ン
ク
・
園
芸
バ

ン
ク
登
録
申
請
書
を
提
出

ウ 

価
格
設
定

農
業
委
員
会
の
賃
借
料
情
報
を
考
慮
し

て
農
地
所
有
者
が
決
定

エ 

登
録
さ
れ
た
農
地
の
情
報
の
閲
覧

営
農
支
援
課
Ｈ
Ｐ
や
同
課
事
務
室
で
紹

介農
地
を
「
借
り
た
い
」「
買
い
た
い
」

と
い
う
方
へ
の
メ
ー
ル
で
の
情
報
配
信

（
要
申
込
）

オ 

手
数
料
な
ど

特
に
な
し

カ 

そ
の
他 

書
類
作
成
の
補
助
を
行
う

▼ 

営
農
支
援
課　
☎
22‐１
１
２
６

●
Ｊ
Ａ
の
仲
介
に
よ
る
貸
し
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
）

　
Ｊ
Ａ
が
仲
介
し
て
「
貸
し
た
い
」
農
地

を
「
借
り
た
い
」
農
家
へ
受
け
渡
す
事
業

で
す
。　

ア 

対
象
の
土
地

市
内
の
農
用
地
区
域
内
の
農
地
（
そ
の

他
条
件
あ
り
）

イ 

登
録
方
法

農
地
を
「
貸
し
た
い
」
方
が
Ｊ
Ａ
愛
知

み
な
み
営
農
企
画
課
に
申
し
込
み

ウ 

価
格
設
定

農
業
委
員
会
の
賃
借
料
情
報
お
よ
び
生

産
条
件
を
勘
案
し
て
所
有
者
が
決
定

エ 

農
地
の
情
報
の
閲
覧

Ｊ
Ａ
の
各
支
店
・
支
所
の
経
済
窓
口
に

「
農
地
の
貸
出
し
情
報
」を
紙
面
で
掲
載

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
た
情
報

発
信
も
行
う（
募
集
期
間
は
１
カ
月
間
）

オ 

手
数
料
な
ど
　

契
約
１
件
に
つ
き
毎
年
５
０
０
円
（
別

途
消
費
税
）

カ 
そ
の
他

・
書
類
準
備
は
Ｊ
Ａ
が
行
う

・「
借
り
た
い
」
農
家
が
複
数
あ
っ
た
場

合
は
、
認
定
農
業
者
、
貸
し
出
し
農
地

の
町
内
に
住
む
農
家
を
優
先
す
る

▼
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合　

　
営
農
企
画
課   

☎
34‐１
０
５
１

地
域
の
農
業
委
員
・
農
地
最
適
化
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
農
地
を
売
り
た
い
」「
買
い
た
い
」
と

い
っ
た
情
報
は
、
多
く
の
場
合
は
そ
の
地

域
の
中
で
出
回
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

地
元
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
も
、
有

益
な
情
報
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
は
農
業
委
員
会
を

　
通
し
た
手
続
き
が
必
要
で
す

　
農
地
法
で
は
、
農
地
の
売
買
・
貸
借
に

は
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
状
で
は
当
事
者
同
士
の
承

諾
に
よ
る
貸
し
借
り
（
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ
小

作
）
も
存
在
す
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
れ
は
法
律
上
有
効
で
は
な
い
た
め
、

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
貸
し
手
と
借
り
手

の
権
利
が
保
護
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
農

業
委
員
会

へ
の
手
続

き
を
お
忘

れ
な
く
お

願
い
し
ま

す
。　
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平
成
30
年
７
月
豪

雨
（
６
月
28
日
以
降

の
台
風
７
号
や
梅
雨

前
線
の
影
響
に
よ

り
、
西
日
本
を
中
心

に
全
国
的
に
広
い
範

囲
で
発
生
し
た
豪

雨
）
に
伴
い
、
本
市

か
ら
12
人
の
隊
員
を

3
回
に
わ
た
り
、
被
災
地
で
あ
る
岡
山
県

倉
敷
市
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
後
方
支
援
隊
と
し
て
、
6

日
間
活
動
し
ま
し
た
。

　
後
方
支
援
隊
と
は
、被
災
地
に
お
い
て
、

消
火
隊
、
救
助
隊
お
よ
び
救
急
隊
な
ど
が

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
器
材
の
輸

送
、
補
給
活
動
な
ど
を
行
う
実
活
動
隊
の

サ
ポ
ー
ト
隊
で
、
長
期
間
の
災
害
活
動
に

お
い
て
は
、
大
変
重
要
な
任
務
で
す
。　

　
本
市
と
田
原
土
木
協
会
と
の
「
災
害
時

に
お
け
る
消
防
用
水
の
確
保
に
関
す
る
協

定
書
」
を
７
月
１
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー

車
を
活
用
し
て
、
大
規
模
火
災
発
生
時
だ

け
で
な
く
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
、
大
規
模
災
害
発
災
時
に

も
、
消
防
用
水
の
確
保
に
万
全
を
期
す
た

め
、
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
大
規
模
火
災
な
ど
に
よ
り
消
火
栓
や
防

火
水
槽
の
水
量
だ
け
で
は
足
り
な
い
場
合

や
、地
震
な
ど
に
よ
り
水
道
管
が
破
損
し
、

消
火
栓
が
使
用
で
き
な
い
場
合
に
、
市
内

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
な
ど
を
活

用
し
て
給
水
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

▲左から、田原土木協会 役員 河合伸久さん、副会
長 加子吉主さん、鈴木副市長、会長 杉田鐘一さん、
河合繁樹さん、三浦消防長

忘
れ
て
な
い
？  

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に  

火
の
確
認

消太

救子

秋
号

愛
知
県
緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣

１．現地被災状況（岡山県倉敷市）／ 
２．活動隊仮眠用ベッド（宿営地：玉島
の森体育館）／３．岡山県倉敷市に向
かう愛知県大隊／４．道中の尾張一
宮パーキングエリアで愛知県大隊が
集結し、愛知県隊長からの指示を受
けた／5．活動前に情報共有をし、捜
索に向かう／６．捜索活動を行う田原
市活動隊

１

3

2

4

5

6

田
原
土
木
協
会
と
の
協
定

書
締
結
式
を
実
施
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本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
２
０
１
８
ア
ー

バ
ン
リ
サ
ー
チ
Ｉ
Ｓ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
」
に
備
え
、
８
月
17
日

（
金
）
に
池
尻
町
下
り
畑
地
内
に
お
い
て

大
規
模
特
殊
災
害
対
応
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
で
は
、
参
加
者
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
を
狙
っ
た
テ
ロ
災
害
な
ど
活
動
の

困
難
性
が
高
い
特
殊
災
害
事
案
の
発
生
に

備
え
、
消
防
活
動
の
技
術
の
向
上
を
図
る

と
共
に
、
東
三
河
地
区
消
防
相
互
応
援
協

定
に
基
づ
く
各
消
防
本
部
、
愛
知
県
警
お

よ
び
陸
上
自
衛
隊
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

④
8
本
足
の
虫
。海
外
映
画
の
主
人

公
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た

⑤
長
い
た
て
が
み
が
特
徴
的

⑦
胸
の
筋
肉
が
発
達
し
て
い
る
の
が

特
徴
的
な
鳥
。童
謡
に
も
登
場
す
る

⑧
主
に
男
子
学
生
が
学
校
に
行
く
時

に
着
る
も
の
。応
援
団
の
服

⑨
人
間
は
肺
呼
吸
。魚
は
○
○
呼
吸

⑩
食
パ
ン
の
重
さ
の
単
位

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
９
月
28
日（
金
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
夏
号
の
答
え　
ヨ
ン
コ
マ
】

（
応
募
総
数
38
通
中
、正
解
38
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
お
札
を
小
銭
に
替
え
る
こ
と

②
日
本
の
国
章
に
使
わ
れ
て
い
る
花

③
１
年
の
前
半
は
上
半
期
。後
半
は
？

⑥
寝
る
と
き
に
頭
の
下
に
敷
く
も
の

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
就
職
の
面
接
時
に
必
要
な
書
類

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
埋
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

復刻版

⑥

A④

③

D

B

②

⑧

C

⑤

⑩⑨

①

⑦

1.現場指揮本部にて消防・警察・自衛隊が
情報共有／2.東三河各消防本部と協力し
傷病者を搬送／3.汚染された活動隊員の
除染作業

１

3

2

大
規
模
特
殊
災
害
対
応

訓
練
を
実
施
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自分の顔をよく見て、大きく自信を持っ
て描けました。

難しかったけど、がんばっ
て、色塗りしたよ。

むずか

いろ  ぬ

 じ   ぶん　　 かお        　　　  み           おお　　　　　じ  しん        も

評細かいところまで気を付けてきれいに色
が塗れました。

こま　　　　　　　　　　　　　　  き　　　 つ                                    いろ

評

蔵王こども園

和田樹音くん（5歳）

蔵王こども園

藤江琶子ちゃん（6歳）

母という字が赤ちゃんを
優しく抱きかかえるデザ
インによって、母の愛情
と温かさを感じます。

評ピーマンのリズミカルな
動きと鮮やかな配色が、
元気で美しい構成を作り
出しています。

評 福江中学校1年

大谷一惺くん

福江中学校2年

細田琳子さん
りん   こ

ステンドグラス

目のところをじっくり描いた
よ。

め　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か

小久保詩織
先生

 いっ  せ い

わ  　 こ

水彩画

じゅ　 おん

かぬ

伊東
大介
先生

▼
い
よ
い
よ
始
ま
る
ワ
ー
ル
ド
サ
ー

フ
ィ
ン
ゲ
ー
ム
ス
。世
界
最
高
峰
の

サ
ー
フ
ィ
ン
が
見
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。人
と
波
と
の
一
期
一
会
を
ぜ
ひ
間

近
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｓ・Ｙ
）

【
表
紙
の
写
真
】赤
羽
根
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ（
鈴
木
勝

大
プ
ロ
）

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成30年8月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 31人 死亡 50人

転入 176人 転出 161人

増減 -4人

総人口 62,744人

男性 31,789人

女性 30,955人

世帯数 22,448世帯

※増減は7月中です

今月　納税・使用料の

月 10月1日

後期高齢者医療保険料
（第3期分）

国民健康保険税
（第4期分）

下水道事業受益者負担料
（第2期分・第1期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第2期分・第1期分[渥美]）

災害に備えて家庭でも水を蓄えましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

60.4%
（31,322千㎥）

平成30年8月22日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.836  平

成
30年

9月
号

平成30年９月  広報たはら │    │36


